


文
化
財
建
造
物
調
査
推
進
事
業

　
妙
成
寺
建
造
物
調
査
報
告
書

　
　
　
五
重
塔
調
査
報
告
お
よ
び
渡
り
廊
下
・
書
院
・
客
殿
古
材
調
査
報
告

平
成
二
七
年
三
月

羽
咋
市
教
育
委
員
会





刊
行
に
あ
た
っ
て

日
蓮
宗
妙
成
寺
は
、
中
世
に
創
立
が
認
め
ら
れ
る
市
内
屈
指
の
歴

史
と
伝
統
を
誇
る
大
古
刹
で
す
。
妙
成
寺
に
は
、重
要
文
化
財
十
棟
、

県
指
定
文
化
財
建
造
物
三
棟
、
市
指
定
文
化
財
建
造
物
一
棟
に
よ
る

大
伽
藍
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
指
定
建
造
物
を
擁
す
る
寺
院

伽
藍
は
、
県
内
で
も
他
に
例
が
無
く
、
全
国
的
に
も
貴
重
な
存
在
で

す
。な

ぜ
、
こ
う
し
た
貴
重
な
伽
藍
が
、
こ
の
羽
咋
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
を
追
及
す
る
こ
と
は
、
妙
成
寺
だ
け
で
は
な
く
、
本
市

の
歴
史
を
解
明
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
能
登
地
域
は
浄
土

真
宗
が
浸
透
す
る
地
域
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
が
、
市
内
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
も
日
蓮
宗
妙
成
寺
や
曹
洞
宗
永
光
寺
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も

宗
門
発
達
史
上
の
重
要
寺
院
が
創
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
世
の
民
衆

に
も
広
が
っ
た
鎌
倉
仏
教
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
仏
教
が
、
こ
の
地
域

に
も
伝
わ
り
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
文
化
財
は
、
先
人
た
ち
の
熱
心
な
信
仰
に
支
え
続
け
ら
れ
た

結
晶
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
、
そ
の
価
値
と
歴
史
を
正
し
く
知
り
、
未
来
へ
伝
え
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
書
は
、
妙
成
寺
が
も
つ
多
様
な
歴

史
的
価
値
に
つ
い
て
、
建
造
物
の
視
点
か
ら
調
査
研
究
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
本
書
が
、
本
市
の
歴
史
の
解
明
と
、
妙
成
寺
の
歴
史

と
建
造
物
の
価
値
の
整
理
、
そ
し
て
今
後
の
修
理
工
事
等
へ
の
基
礎

資
料
と
し
て
役
立
つ
も
の
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

最
後
に
、
調
査
を
お
引
受
け
下
さ
り
、
多
く
の
指
導
・
助
言
を
賜

り
ま
し
た
職
藝
学
院
教
授
上
野
幸
夫
先
生
、
現
地
調
査
に
あ
た
り
伽

藍
の
立
ち
入
り
や
資
料
の
提
供
等
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
妙
成
寺
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
七
年
三
月

羽
咋
市
教
育
委
員
会

�

教
育
長　

北
山
吉
郎



例
　
　
言

一
、�　

本
書
は
、
石
川
県
羽
咋
市
滝
谷
町
に
所
在
す
る
、
金
栄
山
妙
成
寺
の
五
重
塔

お
よ
び
渡
り
廊
下
・
書
院
・
客
殿
を
対
象
と
し
た
文
化
財
建
造
物
調
査
推
進
事

業
の
報
告
書
で
あ
る
。

二
、�　

本
事
業
は
、
羽
咋
市
が
、
平
成
二
四
年
度
か
ら
平
成
二
六
年
度
の
三
か
年
を

か
け
て
実
施
し
た
。
事
業
の
実
施
に
は
、
石
川
県
の
文
化
財
建
造
物
調
査
推
進

事
業
補
助
金
を
得
た
。

三
、�　

本
事
業
は
、
職
藝
学
院
教
授
上
野
幸
夫
氏
の
指
導
・
監
修
の
も
と
羽
咋
市
教

育
委
員
会
文
化
財
室
に
事
務
局
を
置
き
実
施
し
た
。

四
、�　

本
書
の
編
集
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
事
項
の
ほ
か
、
発
見
物
及
び
こ
の
建
物

に
関
す
る
各
種
参
考
資
料
を
ま
と
め
た
。

五
、�　

図
面
及
び
写
真
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
調
査
に
お
い
て
作
成
ま
た
は
撮
影
し

た
も
の
の
ほ
か
、
各
種
資
料
写
真
の
主
要
な
も
の
を
掲
載
し
た
。

六
、�　

本
文
、
図
面
と
も
表
示
寸
法
は
メ
ー
ト
ル
法
と
尺
を
併
用
し
、
調
査
事
項
で

は
一
部
尺
を
併
用
し
た
。

七
、�　

現
地
調
査
と
所
見
作
成
に
つ
い
て
は
、
職
藝
学
院
教
授
上
野
幸
夫
氏
に
委
託

し
た
。
本
書
作
成
に
関
す
る
担
当
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　

編
集
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裕
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序
章
　
調
査
に
至
る
経
緯

第
一
節　

事
業
の
経
過

羽
咋
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
に
、
市

内
滝
谷
町
の
日
蓮
宗
金
栄
山
妙
成
寺
の
寺
蔵
史
料
調
査
を
行
い
、『
妙
成
寺

史
料
調
査
報
告
書
』
を
刊
行
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
専
門
有
識
者
に
よ
る
古

文
書
・
典
籍
・
彫
刻
・
美
術
工
芸
品
等
を
対
象
と
し
た
悉
皆
的
な
史
料
調
査

事
業
で
あ
っ
た
が
、
網
羅
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
が
、
後
に
発
見

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

報
告
書
刊
行
か
ら
数
年
が
経
過
し
た
平
成
二
〇
年
三
月
末
、
妙
成
寺
か

ら
、
庫
裏
の
整
理
中
に
、
大
正
四
年
に
行
わ
れ
た
五
重
塔
解
体
修
理
工
事
に

関
連
す
る
資
料
が
発
見
さ
れ
た
と
の
連
絡
を
受
け
た
。
羽
咋
市
教
育
委
員
会

文
化
財
室
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
木
箱
に
収
納
さ
れ
た
解
体
修
理
工
事
関
係

書
類
を
綴
っ
た
冊
子
や
図
面
・
写
真
等
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
大
正
期

の
解
体
修
理
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
録
類
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
の
所
在
は
不
明
と
な
っ
て
い
た
。
歴
史
的
建
造
物
の
解
体
修
理
工
事

に
は
、
工
事
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
大
正
期
に
お
い

て
は
、
ま
だ
一
般
的
と
は
い
え
ず
、
そ
の
記
録
類
と
し
て
、
そ
れ
自
体
が
希

少
で
あ
り
、
本
資
料
は
、
近
代
に
実
施
さ
れ
た
妙
成
寺
五
重
塔
の
修
理
工
事

の
経
過
を
示
す
記
録
資
料
と
し
て
極
め
て
重
要
と
判
断
し
、
そ
の
保
存
に
つ

い
て
、
妙
成
寺
と
協
議
を
行
い
、
資
料
の
記
録
作
成
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

記
録
作
成
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
八
年
に
妙
成
寺
に
お
い
て
発
足
し
た

「
妙
成
寺
文
化
財
を
ま
も
る
会
」
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
も
る
会
は
、
平
成
二
一
年
、
歴
史
的
建
造
物
の
専
門
有
識
者
で
あ
る
職
藝

学
院
の
上
野
幸
夫
教
授
に
、
資
料
の
整
理
を
委
託
し
た
。
そ
の
後
、
上
野
教

授
に
よ
り
整
理
作
業
が
進
め
ら
れ
た
が
、
資
料
の
重
要
性
に
鑑
み
、
調
査
報

告
書
と
し
て
の
刊
行
が
望
ま
し
く
、
そ
の
た
め
に
も
追
加
の
現
地
調
査
が
必

要
と
の
指
導
を
得
た
。
こ
の
ほ
か
、
伽
藍
建
造
物
の
う
ち
未
指
定
物
件
で
あ

る
「
渡
り
廊
下
」
に
つ
い
て
も
、
こ
の
機
会
に
現
地
調
査
を
行
い
、
他
の
指

定
建
造
物
群
と
の
一
体
的
な
性
格
把
握
を
進
め
る
べ
き
と
の
指
導
を
得
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
羽
咋
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、
調

査
研
究
と
報
告
書
作
成
を
行
う
べ
く
、
計
画
立
案
に
入
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
四
年
、
石
川
県
に
お
い
て
、
県
内
の
歴
史
的
建
造
物
の
調
査
研
究

を
目
的
と
し
た
「
文
化
財
建
造
物
調
査
推
進
事
業
」
が
設
置
さ
れ
た
。
羽
咋

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
調
査
研
究
事
業
を
計
画

し
、
こ
れ
ま
で
ま
も
る
会
が
進
め
て
き
た
資
料
整
理
の
成
果
を
引
き
継
ぐ
形

で
、
石
川
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
指
導
の
も
と
、
県
費
補
助
金
を
得
て
、

三
か
年
の
継
続
事
業
を
実
施
し
た
。
調
査
お
よ
び
所
見
作
成
に
つ
い
て
は
、

職
藝
学
院
の
上
野
教
授
に
引
き
続
き
委
託
し
、
編
集
と
印
刷
製
本
を
羽
咋
市

教
育
委
員
会
が
行
っ
た
。
各
年
次
の
事
業
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

事
業
名　

文
化
財
建
造
物
調
査
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妙
成
寺
五
重
塔
・
書
院
・
渡
り
廊
下
）

事
業
者　
　

羽
咋
市

実
施
主
体　

羽
咋
市
教
育
委
員
会　

文
化
財
室

調
査
委
託　

職
藝
学
院
（
富
山
県
富
山
市
）　

教
授　

上
野
幸
夫
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平
成
二
四
年
度

五
重
塔
の
資
料
整
理
お
よ
び
現
地
調
査
、
所
見
作
成
を
実
施
。
図
面
資
料

等
の
整
理
と
現
地
調
査
に
よ
り
、
五
重
塔
の
規
模
お
よ
び
詳
細
寸
法
等
に
つ

い
て
成
果
を
得
た
。

平
成
二
五
年
度

書
院
お
よ
び
渡
り
廊
下
を
対
象
に
現
地
調
査
、
所
見
作
成
を
実
施
し
た
。

現
地
調
査
に
よ
り
、
渡
り
廊
下
に
、
転
用
古
材
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
古
材
は
、
客
殿
の
ほ
か
、
客
殿
か
ら
書
院
へ
の
渡
り
廊
下

に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

平
成
二
六
年
度

以
上
の
成
果
を
も
と
に
、
本
書
を
編
集
し
、
印
刷
製
本
を
行
っ
た
。

第
二
節　

発
見
さ
れ
た
資
料

前
節
に
述
べ
た
、
大
正
期
五
重
塔
解
体
修
理
工
事
関
連
資
料
は
、
木
箱
に

収
め
ら
れ
た
状
態
で
、
庫
裏
の
書
棚
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
次

に
述
べ
る
資
料
の
ほ
か
、
五
重
塔
お
よ
び
他
の
伽
藍
建
造
物
の
古
写
真
も
含

ま
れ
て
い
た
が
、
五
重
塔
の
丸
太
組
み
の
足
場
写
真
が
含
ま
れ
る
の
み
で
、

本
解
体
修
理
の
過
程
を
示
す
工
事
写
真
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で

は
、
工
事
に
直
接
関
連
す
る
も
の
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

一
、
木
箱

蓋
外
面
と
内
面
に
箱
書
き
が
あ
り
、
工
事
主
任
技
手
で
あ
っ
た
「
岩
崎
平

太
郎
」
が
所
有
し
た
資
料
を
、
子
息
に
あ
た
る
岩
崎
弘
氏
が
、
昭
和
六
二
年

に
妙
成
寺
を
訪
問
し
、
寄
進
し
た
経
過
が
わ
か
る
。

岩
崎
平
太
郎
は
、
関
西
建
築
界
の
父
と
も
呼
ば
れ
る
武
田
五
一
に
師
事
し

た
戦
前
の
近
代
建
築
家
で
、
武
田
の
も
と
近
代
和
風
建
築
の
設
計
に
携
わ
る

一
方
で
、
古
社
寺
修
理
工
事
に
も
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
当
時
、
二
二
歳
。

二
、「
妙
成
寺
五
重
塔
婆
解
体
修
理
工
事　

一
件
書
類
」　　

一
冊

五
重
塔
解
体
修
理
に
係
る
関
連
書
類
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
黒
の

厚
紙
で
、
朱
文
字
で
表
題
を
書
く
。
罫
紙
に
本
文
を
書
き
、
黒
の
事
務
紐
袋

綴
じ
。

巻
頭
か
ら
、「
妙
成
寺
五
重
塔
婆
解
体
修
理
工
事　

追
憶
記
」、「
同
仕
様

書
」、「
同
見
積
書
」
が
所
収
さ
れ
、
そ
の
後
に
関
連
資
料
と
し
て
、
請
求
書

や
請
書
等
の
事
務
関
係
書
類
一
式
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
追
憶
記
」
で
は
、
昭
和
四
三
年
に
ふ
り
か
え
っ
た
、
当
時
の
工
事
の
述

懐
が
記
さ
れ
る
。
岩
崎
平
太
郎
が
武
田
五
一
の
命
を
受
け
て
妙
成
寺
へ
赴
任

し
た
こ
と
、
武
田
が
月
一
回
の
現
地
指
導
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
、
棟
梁
は
京

都
の
野
田
音
蔵
、
鳶
方
親
方
は
、
同
じ
く
京
都
の
米
田
弥
三
郎
の
名
が
み
え
、

他
は
地
元
の
大
工
を
採
用
し
た
と
あ
り
、
当
時
の
組
織
が
み
え
る
。
ま
た
、

海
か
ら
の
風
が
強
く
、
倒
壊
せ
ぬ
よ
う
最
も
頭
を
悩
ま
し
た
と
あ
る
。

「
仕
様
書
」
で
は
、
解
体
修
理
の
原
因
が
、
相
輪
の
破
損
と
そ
の
破
損
個
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所
か
ら
の
雨
水
注
入
に
よ
る
腐
食
と
記
述
さ
れ
、
修
理
の
仕
様
・
工
法
、
使

用
部
材
等
の
計
画
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
筆
事
項
と
し
て
、
礎
石
の
基
礎

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
た
こ
と
や
、
避
雷
針
を
京
都
帝
国
大
学
に
設
計
依

頼
し
て
取
り
付
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
当
時
と
し
て
は
先
進
的
な
技
術
・

技
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

「
見
積
書
」
で
は
、
各
部
材
の
樹
種
等
の
摘
要
を
克
明
に
記
し
、「
仕
様
書
」

と
と
も
に
、
現
在
の
部
材
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の「
追
憶
記
」「
見
積
書
」「
仕
様
書
」の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
解
読
・

翻
刻
し
、
本
編
末
に
所
収
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

三
、
写
真

工
事
前
写
真

五
重
塔
頂
部
の
相
輪
が
写
っ
て
お
ら
ず
、
工
事
前
に
撮
影
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
初
重
の
扉
も
外
れ
、
高
欄
も
一
部
に
欠
損
が
み
ら
れ
る
。

足
場
組
み
写
真

丸
太
に
よ
る
足
場
が
組
ま
れ
て
お
り
、
工
事
中
の
写
真
で
あ
る
。
現
像
は

市
内
に
現
在
も
営
業
す
る
「
羽
咋
川
嶋
写
真
館
」
と
あ
り
、
工
事
写
真
の
撮

影
・
現
像
を
委
託
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

落
慶
法
要
写
真

竣
工
後
の
大
正
五
年
一
一
月
に
行
わ
れ
た
落
慶
法
要
の
写
真
で
あ
る
。
五

重
に
は
、五
色
が
掛
け
ら
れ
、正
装
・
裃
姿
の
参
列
者
が
み
え
、多
く
の
人
々

が
集
ま
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

四
、
図
面　

五
面

薄
手
の
美
濃
紙
に
書
か
れ
た
工
事
設
計
図
面
で
、
図
中
に
「
大
正
五
年
九

月
岩
崎
平
太
郎
製
図
」
の
注
記
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
五
重
塔
の
各
部
の
構

造
に
つ
い
て
、
詳
細
か
つ
精
密
に
製
図
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
次
の
通
り
。

①
「
妙
成
寺
五
重
塔
婆
実
測
図　

尺
度
五
拾
分
之
壹　

正
面
図
・
断
面
図
」

②
「
妙
成
寺
五
重
塔
婆
実
測
図　

尺
度
五
拾
分
之
壹　

軒
伏
図
・
小
屋
伏

図
・
平
面
図
・
軒
小
屋
伏
図
・
平
面
図
」

③
「
妙
成
寺
五
重
塔
矩
計 

及 

相
輪
図　

尺
度
拾
分
之
壹
図
」

④
「
妙
成
寺
五
重
塔
婆
矩
計
図　

尺
度
拾
分
之
壹
」

⑤
「
妙
成
寺
五
重
塔
風
鐸
原
寸
図
」

①
・
②
・
⑤
に
は
、
イ
ン
ク
・
墨
跡
・
シ
ミ
に
よ
る
汚
損
が
あ
る
が
、
図

の
内
容
に
は
及
ん
で
い
な
い
。
③
・
④
の
矩
計
図
で
は
、
赤
線
に
よ
る
見
通

し
図
が
重
ね
書
き
さ
れ
る
。
①
の
正
面
図
・
断
面
図
は
、
折
込
部
の
損
傷
が

大
き
く
、
工
事
に
お
い
て
、
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
図
面
に
つ
い
て
は
、
上
野
教
授
に
よ
り
、
電
子
的
に
再
製
図
が

行
わ
れ
た
。
本
編
末
に
所
収
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

4



写真　木箱内面

写
真
中
段　

右

「
妙
成
寺
五
重
塔
婆
解
体
修
理
工
事　

一
件
書
類
」

綴
り
表
紙

写
真
中
段　

左　
「
同
追
憶
記
」

写
真
下
段　
　
　
「
同
仕
様
書
」

写真　木箱外面
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写真　図面①「妙成寺五重塔婆実測図　尺度五拾分之壹　正面図・断面図」

写真　図面②「妙成寺五重塔婆実測図　尺度五拾分之壹　軒伏図・小屋伏図・平面図・軒小屋伏図・平面図」
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写真　上段右

図面③「妙成寺五重塔矩計 及 相輪図　尺度拾分之壹図」

写真　上段左

図面④「妙成寺五重塔婆矩計図　尺度拾分之壹」

写真　下段

図面⑤「妙成寺五重塔風鐸原寸図」
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写
真　

上
段
右　
「
工
事
前
写
真
」

写
真　

上
段
左　
「
足
場
組
み
写
真
」

写
真　

下
段　
　
「
落
慶
法
要
写
真
」
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第
一
編
　
妙
成
寺
五
重
塔
調
査
報
告



第
一
章
　
建
造
物
の
概
説

第
一
節　

羽
咋
市
の
概
要

羽
咋
市
は
、
邑
知
地
溝
帯
の
西
部
で
あ
り
、
東
は
石
動
山
系
を
仰
ぎ
、
西

は
日
本
海
に
臨
む
。
北
は
眉
丈
山
丘
陵
か
ら
志
賀
町
、
北
東
に
か
け
て
中
能

登
町
、
東
は
富
山
県
氷
見
市
、
南
は
宝
達
志
水
町
に
接
す
る
。
面
積
は
八
一
．

五
八
キ
ロ
㎡
。
一
部
に
湿
生
植
物
や
ブ
ナ
林
、
暖
地
性
植
物
な
ど
が
み
ら
れ

る
が
、
全
体
的
に
は
混
合
林
地
域
で
あ
る
。

市
の
歴
史
は
、
縄
文
時
代
に
遡
る
。
遺
跡
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
な
か
で
も

弥
生
時
代
の
拠
点
的
集
落
遺
跡
で
あ
る
「
吉
崎
・
次
場
遺
跡
」
や
奈
良
平
安

時
代
の
古
代
祭
祀
遺
跡
で
あ
る
「
寺
家
遺
跡
」
は
、
い
ず
れ
も
国
指
定
史
跡

と
し
て
著
名
で
あ
る
。
古
墳
時
代
に
は
、
滝
大
塚
古
墳
を
は
じ
め
と
す
る
多

数
の
古
墳
群
が
造
墓
さ
れ
、
在
地
有
力
者
は
国
造
と
し
て
羽
咋
君
の
姓
が
与

え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

奈
良
時
代
の
養
老
二
年
（
七
一
八
）、
羽
咋
・
能
登
・
鳳
至
・
珠
洲
の
四

郡
が
越
前
国
か
ら
独
立
し
、
能
登
国
と
な
っ
た
が
、
天
平
一
三
年（
七
四
一
）

に
は
再
び
越
中
国
に
合
併
さ
れ
る
。
平
城
宮
出
土
木
簡
か
ら
は
、「
羽
咋
郡
」

の
文
字
が
確
認
さ
れ
、
天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
に
越
中
国
司
の
大
伴
家
持

が
羽
咋
を
訪
れ
た
際
の
詠
歌
に
は
「
波
久
比
」
が
み
ら
れ
、
当
地
の
地
名
が

「
は
く
い
」
と
呼
ば
れ
、
郡
名
と
し
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。中

世
に
入
る
と
、
能
登
地
域
で
は
、
山
岳
修
験
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
る
石

動
山
天
平
寺
が
隆
盛
を
極
め
た
ほ
か
、
鎌
倉
仏
教
も
伝
播
し
、
浄
土
真
宗
が

広
く
普
及
し
た
地
域
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
日
蓮
宗
・
曹
洞
宗
も
伝
え
ら

れ
、
妙
成
寺
・
永
光
寺
が
創
建
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
、
い
ず
れ
も
宗
門
発

達
史
に
お
い
て
欠
か
せ
な
い
聖
蹟
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
古
刹
と
し
て

多
く
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。

近
世
に
は
、
加
賀
藩
領
と
な
り
、
藩
主
前
田
家
の
統
治
を
受
け
た
。
能
登

国
一
宮
気
多
神
社
や
妙
成
寺
に
は
、
前
田
家
に
関
連
す
る
文
献
史
料
や
美
術

工
芸
品
等
の
文
化
財
が
多
数
保
存
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
三
年（
一
九
〇
〇
）

に
七
尾
鉄
道
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
に
は
能
登
鉄
道
が
開
通
し
、
口

能
登
地
域
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
、
現
在
に
至
る
。

第
二
節　

妙
成
寺
の
概
要

妙
成
寺
は
、
石
川
県
羽
咋
市
滝
谷
町
に
位
置
し
、
眉
丈
山
系
の
丘
陵
地
帯

と
田
園
地
帯
に
囲
ま
れ
た
高
台
に
あ
り
、
自
然
と
一
体
と
な
る
調
和
さ
れ
た

風
景
を
形
成
し
て
、
建
立
当
時
か
ら
の
眺
望
を
今
も
維
持
す
る
、
北
陸
に
お

け
る
日
蓮
宗
の
本
山
で
あ
る
。

妙
成
寺
の
歴
史
は
、
宗
祖
日
蓮
の
孫
弟
子
・
日
像
上
人
と
そ
の
弟
子
・
日

乗
上
人
の
出
会
い
か
ら
始
ま
る
。
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）、
生
前
の
日
蓮

か
ら
、「
西
国
に
も
日
蓮
宗
を
広
め
よ
」
と
使
命
を
受
け
て
い
た
日
像
は
、

鎌
倉
を
発
ち
、
佐
渡
を
経
由
し
、
京
都
へ
と
向
か
う
。
そ
の
船
中
で
、
能
登

石
動
山
へ
戻
る
途
中
の
真
言
宗
僧
・
満
蔵
法
印
と
出
会
い
、
満
蔵
の
信
仰
を

徹
底
的
に
理
論
で
攻
め
折
伏
す
る
。
改
宗
し
た
満
蔵
は
日
像
の
弟
子
と
な

り
、
日
乗
と
改
名
す
る
。
能
登
国
七
尾
の
府
中
湊
で
降
り
た
二
人
は
、
行
く
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先
々
で
人
び
と
を
日
蓮
宗
に
入
信
さ
せ
る
が
、
石
動
山
を
信
仰
す
る
僧
た
ち

の
改
宗
に
失
敗
し
、
羽
咋
郡
柴
垣
（
現
在
の
羽
咋
市
柴
垣
町
）
の
領
主
で
日

乗
の
叔
父
に
あ
た
る
柴
原
将
監
に
身
を
寄
せ
た
。
そ
の
後
柴
原
氏
の
支
援
を

受
け
、
翌
年
の
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）、
石
動
山
の
末
寺
だ
っ
た
滝
谷
寺

を
日
蓮
宗
に
改
宗
し
、「
妙
成
寺
」
と
改
号
し
た
。

そ
の
後
、
日

像
は
様
々
な
困

難
の
中
、
京
都

へ
の
伝
道
活
動

を
展
開
し
、
洛

中
に
妙
顕
寺
を

開
創
し
て
本
拠

と
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
妙
成

寺
は
、
京
都
で

実
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
妙

顕
寺
の
一
門
と

な
り
、
や
が
て

日
蓮
宗
が
勢
力

を
伸
張
さ
せ
、

洛
中
に
大
寺
院

を
次
々
と
建
立

す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
関
係
を
生
か
し
て
密
接
な
交
流
を
は
か
り
、
実

力
を
貯
え
た
。

天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
能
登
の
大
守
と
な
っ
た
加
賀
藩
祖
前
田
利
家

の
外
護
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
、
妙
成
寺
は
格
段
に
勢
力
を
広
げ
た
。
さ
ら

に
利
家
の
側
室
で
三
代
藩
主
利
常
の
生
母
で
あ
る
寿
福
院
は
、
熱
心
な
日
蓮

宗
の
信
者
で
あ
っ
た
た
め
、
利
常
は
そ
の
志
を
汲
ん
で
こ
の
寺
を
菩
提
寺
と

し
、
伽
藍
の
拡
大
や
整
備
に
尽
力
し
た
。
加
賀
藩
前
田
家
御
用
大
工
で
あ
る

坂
上
・
山
上
一
門
を
起
用
し
、
伽
藍
に
は
数
々
の
手
が
加
え
ら
れ
た
。
加
賀

藩
の
発
願
に
よ
る
新
し
い
堂
宇
の
建
築
は
、
寺
誌
を
伝
え
る
『
伝
灯
餘
光
』

の
記
事
に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
通
り
で
あ
り
、
桃
山
文
化
の
影
響
を
色
濃
く

残
し
た
近
世
初
期
の
日
蓮
宗
法
華
伽
藍
と
し
て
、
他
に
無
い
貴
重
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。

①
本
堂	

慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
年
）

②
三
十
番
神
堂	

慶
長
一
九
年
（
一
六
一
四
年
）

③
五
重
塔	

元
和
四
年
（
一
六
一
八
年
）

④
客
殿	

元
和
二
年
（
一
六
一
六
年
）

⑤
三
光
堂	

元
和
九
年
（
一
六
二
三
年
）

⑥
祖
師
堂	

寛
永
元
年
（
一
六
二
四
年
）

⑦
仁
王
門	

寛
永
二
年
（
一
六
二
五
年
）

⑧
鐘
楼	

寛
永
年
中
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
年
）

⑨
御
霊
堂	

万
治
元
年
（
一
六
五
八
年
）

⑩
黒
門
・
長
屋	

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）

こ
の
時
の
妙
成
寺
は
、
加
賀
藩
領
内
の
寺
院
政
策
上
で
も
需
要
な
位
置
を

写真　空からみた妙成寺（平成20年羽咋市撮影）
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占
め
、
北
陸
地
方
の
日
蓮
宗
寺
院
を
統
括
す
る
「
総
録
所
」
と
定
め
ら
れ
る

な
ど
大
い
に
威
勢
を
ふ
る
っ
た
。

明
治
維
新
に
よ
り
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
る
と
、
藩
主
の
前
田
家
が
藩
領

か
ら
離
れ
、
妙
成
寺
は
最
大
の
外
護
者
を
失
っ
た
が
、
五
重
塔
を
は
じ
め
と

す
る
伽
藍
建
造
物
の
一
部
は
、
古
社
寺
保
存
法
に
よ
り
旧
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
。
昭
和
二
五
年
の
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
な
り
、
現
在
で

は
、
重
要
文
化
財
十
棟
、
県
指
定
文
化
財
建
造
物
三
棟
、
市
指
定
文
化
財
建

造
物
一
棟
か
ら
な
る
伽
藍
を
有
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
重
要
文
化
財
を
は
じ
め

と
す
る
多
数
の
美
術
工
芸
品
等
を
寺
蔵
す
る
。

主
た
る
伽
藍
建
造
物
の
建
造
年
に
は
根
拠
不
明
瞭
な
も
の
も
あ
り
、
な
お

再
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
が
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
よ
れ

ば
、
伽
藍
の
造
営
期
は
、
大
き
く
分
け
て
二
時
期
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
期

は
、
加
賀
藩
主
前
田
家
の
外
護
の
も
と
、
御
用
大
工
で
あ
る
坂
上
・
山
上
一

門
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
慶
長
か
ら
寛
永
期
に
か
け
て
で
あ
り
、
主
要
堂
宇
が

こ
の
時
期
に
完
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
寺
勢
を
極
め
る
過
程
で
、
第
二
期

の
私
造
堂
宇
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
以
前
に
、
庫
裏
が
文

禄
期
に
建
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

妙
成
寺
の
伽
藍
建
造
物
は
、
こ
の
建
造
時
の
配
置
・
状
態
を
良
好
に
残
し

て
お
り
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
日
蓮
宗
法
華
伽

藍
遺
構
と
し
て
、
他
に
例
が
な
く
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

第１表　主要伽藍建造物の建造時期
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第
三
節　

五
重
塔
の
創
立
及
び
沿
革

妙
成
寺
五
重
塔
は
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
唯
一
の
五
重
塔
と
し
て
知
ら

れ
、
元
和
元
年（
一
六
一
五
年
）に
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
の
命
に
よ
っ

て
着
工
さ
れ
、
同
四
年
（
一
六
一
八
年
）
完
成
し
た
。
棟
札
に
よ
れ
ば
、
大

工
棟
梁
は
「
越
前
北
庄
住
坂
上
越
後
守
嘉
紹
」
と
あ
り
、
建
仁
寺
流
の
越
前

大
工
坂
上
家
一
門
の
手
に
よ
る
こ
と
が
分
か
る
。
坂
上
嘉
紹
は
建
仁
寺
流
を

伝
え
る
宗
家
一
六
代
の
坂
上
右
近
太
夫
嘉
継
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。坂

上
一
門
は
当
時
越
前
北
庄
に
住
ん
で
お
り
、
前
田
家
は
慶
長
五
年
（
一

六
〇
〇
）
に
坂
上
右
近
太
夫
嘉
継
の
一
族
で
あ
る
坂
上
十
右
衛
門
を
、
切
米

三
〇
俵
二
人
扶
持
で
藩
の
御
大
工
と
し
て
登
用
し
、
十
右
衛
門
は
建
仁
寺
流

の
元
祖
横
山
吉
春
の
山
と
、
坂
上
家
の
上
を
と
り
山
上
十
右
衛
門
と
改
名
し

た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
頃
に
入
り
、
妙
成
寺
の
作
事
が
始
ま
る
と
、

宗
家
の
技
術
指
導
を
仰
ぐ
た
め
坂
上
右
近
太
夫
嘉
継
が
加
賀
に
招
か
れ
、
同

時
に
そ
の
子
坂
上
善
右
衛
門
嘉
廣
（
後
に
石
川
県
小
松
市
の
那
谷
寺
や
小
松

天
満
宮
、
富
山
県
高
岡
市
の
瑞
龍
寺
等
数
多
く
の
諸
堂
宇
を
建
て
た
名
匠
山

上
善
右
衛
門
嘉
廣
）
も
連
れ
ら
れ
て
十
右
衛
門
の
食
客
と
な
っ
た
。
普
請
は

加
賀
百
二
〇
万
石
の
直
営
で
、
坂
上
一
門
の
加
賀
で
の
初
仕
事
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
大
い
に
腕
を
発
揮
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

元
和
創
建
後
、
加
賀
藩
前
田
家
の
庇
護
を
受
け
な
が
ら
定
期
的
に
屋
根
の

葺
替
え
や
部
分
補
修
な
ど
の
修
繕
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
相
輪
の
露
盤
に
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）、
覆
鉢
に
明
和
四
年
（
一

六
六
七
）
の
銘
が
あ
り
、
修
理
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
藩
政
期

に
お
け
る
修
理
内
容
の
明
ら
か
な
古
文
書
と
し
て
、
天
明
六
年（
一
七
八
六
）

正
月
に
大
工
と
屋
根
葺
が
寺
へ
提
出
し
た
文
書
が
あ
る
。
工
事
内
容
は
屋
根

葺
替
と
部
分
修
理
で
、
各
重
に
お
け
る
破
損
状
況
と
修
理
方
法
や
仕
様
、
寸

法
、
数
量
等
が
事
細
か
く
表
わ
さ
れ
て
お
り
、
最
後
に
総
額
が
記
さ
れ
て
い

る
。そ

の
後
、
藩
政
期
で
は
、
記
録
に
よ
る
と
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
屋

根
葺
替
が
行
わ
れ
、
近
代
に
入
り
加
賀
藩
の
庇
護
を
離
れ
た
後
は
、
明
治
三

年（
一
八
七
〇
）と
同
二
三
年（
一
八
九
〇
）に
屋
根
葺
替
が
行
わ
れ
て
い
る
。

大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
、
根
本
的
な
修
理
と
し
て
全
解
体
修
理
を
行

う
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
修
理
は
、
昭
和
二
四
年
（
一
九
五
〇
）
と
同
四

五
年
（
一
九
七
〇
）
に
屋
根
葺
替
と
部
分
修
理
が
行
わ
れ
、
近
年
で
は
平
成

元
年
の
十
二
月
一
日
か
ら
同
二
年
六
月
三
〇
日
ま
で
の
工
事
期
間
で
や
は
り

屋
根
葺
替
・
部
分
修
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
尚
、
屋
根
は
現
状
変
更
申
請
を

行
い
、
そ
れ
ま
で
こ
け
ら
葺
で
あ
っ
た
も
の
を
当
初
か
ら
の
と
ち
葺
に
葺
替

え
て
い
る
。

国
の
文
化
財
と
し
て
の
指
定
は
、
明
治
三
九
年
四
月
一
四
日
に
古
社
寺
保

存
法
（
明
治
三
〇
年
法
律
第
四
九
号
）
内
務
省
告
示
三
八
号
に
よ
っ
て
特
別

保
護
建
造
物
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
昭
和
四
年
に
国
宝
保
存
法
（
昭
和
四

年
法
律
第
一
七
号
）
の
施
行
に
よ
り
国
宝
建
造
物
と
名
称
の
変
更
を
受
け
、

更
に
昭
和
二
五
年
八
月
二
九
日
の
文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
第
二

一
四
号
）
の
施
行
に
よ
り
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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第
四
節　

官
報
告
示

文
部
省
告
示
第
百
三
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
表
に
挙
げ
る
文
化
財
を
重
要
文
化
財
に
指
定
す
る
。

　
　

明
治
三
十
九
年
四
月
十
四
日

名　

称

員
数

構
造
及
び
形
式

所
有
者

所
有
者
の
住
所
所
在
の
場
所

妙
成
寺
五
重
塔

一
基

三
間
五
重
塔
婆
、
と

ち
葺　

附
棟
札
（
元

和
四
年
５
月
）
一
枚

妙
成
寺
石
川
県
羽
咋
市

滝
谷
町

同
上

旧
国
宝
建
造
物
指
定
説
明
（
原
文
の
ま
ま
）

本　

堂　

桁
行
五
間
、
梁
間
五
間
、
單
層
、
屋
根
入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺

開
山
堂　

桁
行
五
間
、
梁
間
五
間
、
單
層
、
屋
根
入
母
屋
造
、
桟
瓦
葺

塔　

婆　

三
間
五
層
塔
婆
、
屋
根
杮
葺

�

本
堂
及
開
山
堂
は
寺
傳
永
仁
二
年
開
基
、
慶
長
十
七
年
前
田
利
家
再
建
、

塔
婆
ハ
元
和
四
年
竣
成
、
共
ニ
禪
風
ノ
建
築
ニ
シ
テ
、
造
構
巧
麗
、
大
体

ニ
於
テ
足
利
末
期
ノ
特
質
ヲ
遺
存
シ
、
之
ニ
加
味
ス
ル
ニ
桃
山
風
ノ
雄
大

麗
ナ
ル
手
法
ヲ
以
テ
セ
ル
ハ
極
メ
テ
珍
奇
ナ
リ

註
一　

名
称
変
更
、
開
山
堂
を
祖
師
堂
と
改
め
た
。

　

二　

大
正
五
年
、
五
重
塔
解
体
修
理

　

三　

昭
和
五
年
、
本
堂
解
体
修
理

　

四　

‌�

昭
和
二
九
年
、
祖
師
堂
解
体
修
理
（
鐘
楼
を
併
せ
報
告
書
）、

昭
和
五
二
年
同
堂
屋
根
修
理
、
屋
根
を
こ
け
ら
葺
に
復
し
た
。

　

五　

昭
和
五
一
年
、
本
堂
部
分
修
理
、
屋
根
を
こ
け
ら
葺
に
復
し
た
。

第
五
節　

構
造
形
式
及
び
規
模

構
造
形
式

概　

要　

三
間
五
重
塔
婆
、
と
ち
葺
。

平　

面　

初
重　

柱
間
三
間
、
側
廻
り
各
面
中
央
間
を
出
入
口
、
両
脇
間
は

壁
板
。
四
周
に
縁
を
廻
ら
す
。
内
部
中
心
に
心
柱
を
立
て
、
そ
の
周
囲
に
四

天
柱
を
立
て
る
。
四
天
柱
内
に
須
弥
壇
を
置
く
。

　

二
～
五
重　

柱
間
三
間
、
側
廻
り
各
面
中
央
間
を
出
入
口
、
両
脇
間
は
壁

板
。
四
周
に
縁
を
廻
ら
す
。
内
部
に
心
柱
を
通
し
、
周
囲
に
各
重
四
天
柱
を

立
て
る
。

基　

礎　

建
物
の
中
心
に
心
礎
、
周
囲
の
四
天
柱
下
に
束
石
、
側
廻
り
に
柱

礎
石
、
そ
の
周
囲
に
縁
束
石
を
据
え
る
。
す
べ
て
上
端
を
平
ら
に
し
た
自
然

石
。軒
下
に
雨
落
石
を
廻
し
て
軒
下
は
三
和
土
叩
き
風
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。

軸　

部　

初
重　

心
柱
は
八
角
作
で
、
側
柱
と
四
天
柱
は
円
柱
。
足
固
貫
、

腰
貫
、
内
法
貫
を
通
す
。
側
廻
り
に
切
目
長
押
、
半
長
押
、
腰
長
押
、
内
法

長
押
、及
び
台
輪
を
廻
す
。
各
面
の
中
央
間
は
幣
軸
構
の
桟
唐
戸
両
開
き
で
。

両
脇
間
は
外
側
を
小
脇
板
付
の
額
縁
付
盲
連
子
窓
と
し
、
腰
長
押
下
を
横
板

壁
と
す
る
。
内
部
は
横
羽
目
板
。

　

二
～
五
重　

総
円
柱
、
足
固
貫
、
内
法
貫
、
周
囲
板
寄
せ
、
内
法
長
押
、

及
び
台
輪
を
廻
し
、
中
央
間
方
立
付
板
唐
戸
。
両
脇
間
横
板
壁
。

組　

物　

各
重　

尾
垂
木
付
三
手
先
斗
栱
、
中
備
は
撥
束
の
間
斗
束
。
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但
し
四
・
五
重
は
中
央
間
の
み
。
軒
格
子
小
天
井
。
軒
支
輪

　

軒
廻
り　

二
軒
本
繁
垂
木
、
木
負
、
茅
負
、
布
裏
甲
、
切
裏
甲
。

　

屋　

根　

こ
け
ら
二
重
軒
付
積
み
、
と
ち
葺
。

　

相　

輪　

露
盤
、
伏
鉢
、
請
花
、
九
輪
、
水
煙
、
龍
車
、
宝
珠
。

　

床　

組　

初
重　

大
引
に
根
太
、
拭
板
張
り
。

　

縁
廻
り　

初
重　

縁
束
面
取
角
柱
、
縁
葛
、
隅
扠
首
、
親
柱
勾
欄
。

　
　
　
　
　

二
～
五
重　

縁
葛
、
隅
扠
首
、
跳
高
欄
。

主
要
寸
法

桁

行　
（
桁
行
両
端
柱
間
真
々
）	
初
重	

四
・
八
四
八
ｍ

	

二
重	

四
・
三
九
三
ｍ

	

三
重	
三
・
九
三
九
ｍ

	

四
重	
三
・
四
八
四
ｍ

	

五
重	
三
・
〇
三
〇
ｍ

梁　

間　
（
梁
間
両
端
柱
間
真
々
）	

初
重	

四
・
八
四
八
ｍ

	

二
重	

四
・
三
九
三
ｍ

	

三
重	

三
・
九
三
九
ｍ

	

四
重	

三
・
四
八
四
ｍ

	

五
重	

三
・
〇
三
〇
ｍ

軒
の
出　
（
側
柱
真
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で
）	

初
重	

二
・
七
二
七
ｍ

	

二
重	

二
・
七
二
七
ｍ

	

三
重	

二
・
七
二
七
ｍ

	

四
重	

二
・
七
二
七
ｍ

	

五
重	

二
・
七
二
七
ｍ

軒　

高　
（
柱
礎
石
上
端
よ
り
茅
負
外
下
角
ま
で
）	

初
重	

五
・
二
三
〇
ｍ

	

二
重	

九
・
一
六
九
ｍ

	

三
重	

一
三
・
一
〇
八
ｍ

	

四
重	

一
七
・
〇
四
七
ｍ

	

五
重	

二
〇
・
九
八
六
ｍ

棟　

高　
（
柱
礎
石
上
端
よ
り
相
輪
頂
上
ま
で
）	

九
・
七
八
四
ｍ

平
面
積　
（
側
柱
内
側
面
積
）	

初
重	

二
三
・
五
〇
三
一
㎡

	

二
重	

一
九
・
二
九
八
四
㎡

	

三
重	

一
五
・
五
一
五
七
㎡

	

四
重	

一
二
・
一
三
八
二
㎡

	

五
重	

一
九
・
一
八
〇
九
㎡

軒
面
積　
（
茅
負
外
下
角
内
側
面
積
）	

初
重	

一
〇
六
・
一
三
一
二
㎡

	

二
重	

九
六
・
九
六
三
四
㎡

	

三
重	

八
八
・
二
二
八
四
㎡

	

四
重	

七
九
・
八
八
七
八
㎡

	

五
重	

七
一
・
九
七
八
二
㎡

屋
根
面
積
（
平
葺
面
積
）	

初
重	

九
一
・
五
八
一
〇
㎡

	

二
重	

八
六
・
五
五
五
九
㎡

	

三
重	

八
一
・
六
〇
二
三
㎡

	

四
重	

七
六
・
五
〇
〇
〇
㎡

	

五
重	

一
〇
〇
・
一
二
一
一
㎡
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第
二
章
　
調
査
事
項

第
一
節　

形
式
及
び
技
法

一　

位
置
・
方
位
と
平
面

位　

置　

五
重
塔
は
、
南
に
面
し
て
並
び
建
つ
本
堂
等
の
前
方
西
側
に
位

置
す
る
。
塔
の
前
方
に
あ
た
る
東
側
に
は
、
東
か
ら
、
総
門
（
黒
門
）、
二

十
段
の
石
段
、
山
門
に
あ
た
る
二
王
門
、
三
十
段
の
石
段
が
設
け
ら
れ
、
五

重
塔
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
堂
ま
で
の
参
道
は
、
総
門
を
東
か
ら
入
っ

て
傾
斜
を
の
ぼ
り
、
山
門
を
く
ぐ
り
、
五
重
塔
に
突
き
当
た
り
、
そ
の
手
前

で
北
に
折
れ
曲
が
っ
て
本
堂
等
に
至
る
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

方　

位　

側
廻
り
の
柱
間
装
置
は
四
面
と
も
同
じ
で
、
初
重
の
内
部
は
、

中
央
に
心
柱
を
立
て
そ
れ
を
取
囲
む
形
で
四
天
柱
を
四
本
立
て
と
し
、
中
央

に
須
弥
壇
を
構
え
、
や
は
り
四
面
と
も
同
じ
で
塔
の
向
き
に
つ
い
て
正
面
を

特
定
す
る
要
素
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
細
部
の
彫
刻
を
見
て
み
る
と
、

桟
唐
戸
彫
刻
は
各
面
が
瑞
花
、
瑞
鳥
、
瑞
獣
類
を
題
材
と
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
東
面
の
外
部
に
だ
け
人
物
を
配
し
て
お
り
、
内
部
に
於
い
て
は
須
弥

壇
腰
中
央
間
の
蓮
の
花
の
彫
刻
が
、
東
面
の
蓮
だ
け
が
中
央
に
配
さ
れ
他
の

面
は
左
側
に
な
る
。
ま
た
、
四
天
柱
上
部
の
斗
栱
間
狭
間
彫
刻
も
、
東
面
の

中
央
が
迦
陵
頻
伽
で
、
他
は
楽
器
を
奏
で
る
天
女
で
全
て
こ
の
迦
陵
頻
伽
側

を
向
く
構
図
に
な
り
、
西
面
だ
け
が
牡
丹
に
な
る
。
何
よ
り
も
本
尊
の
釈

迦
・
多
宝
二
仏
が
東
向
き
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
方
位
こ
そ
異
な

る
が
、
同
じ
日
蓮
宗
の
法
華
経
寺
（
千
葉
）
も
ほ
ぼ
同
一
で
、
日
蓮
宗
の
本

山
級
寺
院
に
お
け
る
一
形
式
と
考
え
ら
れ
る
。

平　

面　

各
重
の
柱
間
寸
法
は
同
一
枝
割
寸
法
を
基
準
と
し
、
初
重
の
総

柱
間
が
一
六
尺
、
二
重
は
一
四
尺
五
寸
、
三
重
は
一
三
尺
、
四
重
は
一
一
尺

五
寸
、
五
重
は
一
〇
尺
、
正
側
面
共
柱
間
三
間
の
正
方
形
平
面
で
あ
る
。
総

柱
間
の
逓
減
は
各
間
一
枝
落
し
の
計
三
枝
落
し
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
初
重

周
囲
に
は
拭
板
敷
き
の
床
と
擬
宝
珠
高
欄
付
の
切
目
縁
を
巡
ら
し
、
正
面
と

両
側
面
に
五
段
の
木
階
段
を
設
置
す
る
。
初
重
内
部
は
心
柱
の
四
面
を
板
で

囲
い
、
四
天
柱
を
立
て
て
禅
宗
様
の
頭
貫
・
台
輪
を
組
み
、
三
斗
を
置
い
て

琵
琶
板
は
迦
陵
頻
伽
や
牡
丹
唐
草
の
浮
彫
で
埋
め
て
い
る
。
四
天
柱
間
に
は

禅
宗
様
の
須
弥
壇
を
構
え
て
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
を
安
置
し
、
天
井
は
和
様

の
小
組
み
格
天
井
を
張
り
背
面
側
の
一
か
所
だ
け
取
り
外
し
で
き
る
格
間
。

柱
間
装
置
は
各
面
中
央
間
に
幣
軸
付
桟
唐
戸
、
脇
間
は
板
壁
に
盲
連
子
窓
を

設
け
る
。
二
～
五
重
は
床
を
設
け
ず
吹
抜
け
と
し
、
梯
子
を
設
置
、
腰
組
付

の
縁
を
廻
し
跳
高
欄
を
置
く
。
柱
間
装
置
は
各
面
中
央
間
を
方
立
付
板
唐

戸
、
脇
間
を
板
壁
と
す
る
。

枝
割
り　

初
重
を
中
央
間
一
二
枝
・
脇
間
一
〇
枝
、
二
重
以
上
各
間
で
一

枝
落
し
の
均
整
の
と
れ
た
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
中
世
の
五
重

塔
遺
構
に
多
く
み
ら
れ
、
近
世
の
も
の
で
は
日
光
東
照
宮
（
文
政
元
年
・
一

八
一
八
）
が
同
様
の
枝
割
り
に
な
る
。
五
重
総
間
／
初
重
総
間
の
逓
減
率
は

〇
・
六
二
五
と
大
き
い
。

二　

基　

礎

心
柱
礎
石　

御
影
石
の
自
然
石
玉
石
で
上
端
は
柱
の
直
径
に
合
わ
せ
て
円

形
に
加
工
は
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
面
を
平
坦
に
加
工
し
て
お
り
、
中
央
に
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枘
穴
を
開
け
る
。
大
き
さ
は
一
・
三
ｍ
内
外
の
い
び
つ
な
形
に
な
る
。

側
柱
礎
石　

御
影
石
や
火
成
岩
の
自
然
石
玉
石
で
上
端
は
土
台
を
受
け
る

た
め
全
面
を
平
坦
に
加
工
し
て
お
り
、
大
き
さ
は
隅
柱
が
九
四
㎝
内
外
で
あ

る
。四

天
柱
下
床
束
石　

花
崗
岩
や
砂
岩
の
自
然
石
玉
石
で
上
端
を
や
や
平
坦

に
加
工
し
て
お
り
、
大
き
さ
は
六
七
㎝
内
外
で
あ
る
。

縁
束
石　

約
四
五
㎝
内
外
の
比
較
的
角
張
っ
た
自
然
石
を
用
い
、
上
端
を

平
坦
に
仕
上
げ
た
も
の
と
丸
み
を
も
っ
た
も
の
が
あ
る
。

挟
間
石　

側
柱
礎
石
間
に
入
り
、
土
台
を
受
け
る
た
め
上
端
が
比
較
的
平

坦
に
な
っ
た
自
然
石
玉
石
を
用
い
、
土
台
面
か
ら
八
㎝
程
の
出
と
し
、
大
き

さ
は
三
〇
㎝
か
ら
四
五
㎝
内
外
で
あ
る
。

土
間
叩
き　

縁
下
の
側
柱
挟
間
石
際
か
ら
周
囲
雨
落
石
ま
で
、
約
三
ｍ
幅

で
廻
る
が
、
現
在
は
叩
き
風
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
る
。

雨
落
石　

長
さ
三
〇
㎝
か
ら
四
五
㎝
程
の
上
端
が
平
ら
で
前
面
が
比
較
的

直
線
的
で
角
張
っ
た
自
然
石
を
周
囲
に
廻
し
、
四
隅
に
は
比
較
的
大
き
な
角

石
を
据
え
て
い
る
。

三　

軸　

部

材　

質　

化
粧
材
は
、
軸
部
構
造
材
や
斗
栱
及
び
須
弥
壇
や
縁
廻
り
材
の

ほ
と
ん
ど
が
欅
材
で
、
壁
板
や
連
子
窓
、
及
び
天
井
や
化
粧
軒
廻
り
材
が
ヒ

バ
材
（
後
補
の
取
替
材
は
檜
材
）
に
な
る
。
床
下
や
小
屋
裏
の
野
物
材
も
、

主
要
な
軸
部
構
造
材
は
欅
材
で
、
桔
木
や
小
屋
束
、
及
び
母
屋
や
野
垂
木
と

い
っ
た
も
の
が
ヒ
バ
材
又
は
杉
材
に
な
る
。

軸
組
構
造　

軸
組
み
は
伝
統
的
和
様
の
手
法
で
あ
る
組
上
構
造
で
、
ま
ず

初
重
を
組
立
て
二
重
以
上
は
地
垂
木
・
隅
木
上
に
柱
盤
を
置
い
て
柱
を
立
て

る
、
積
重
ね
方
式
で
あ
る
。

土　

台　

二
三
㎝
×
三
九
㎝
の
角
材
で
、
側
柱
通
り
に
入
る
。
柱
礎
石
上

端
に
ひ
か
り
付
け
に
据
え
付
き
、
上
端
に
側
柱
を
枘
差
し
に
受
け
る
。
隅
は

外
側
に
面
よ
り
四
三
㎝
程
出
し
て
相
欠
き
と
す
る
。
な
お
、
土
台
上
端
に
は

竪
格
子
状
の
獣
止
め
が
付
く
。
背
面
側
の
当
初
材
の
両
端
部
に
は
筏
穴
が
見

ら
れ
る
。

初
重
側
柱　

隅
柱
と
平
二
本
の
計
一
二
本
の
側
柱
を
立
て
る
。
い
ず
れ
も

丸
柱
と
し
、
側
柱
の
縁
下
部
分
は
八
角
に
拵
え
る
。
柱
は
土
台
に
枘
差
し
に

立
ち
、
足
固
、
腰
、
内
法
の
各
貫
を
通
し
組
固
め
、
頂
部
に
台
輪
を
乗
せ
る
。

柱
の
太
さ
は
径
四
〇
㎝
で
あ
る
。

初
重
四
天
柱　

径
二
三
㎝
の
禅
宗
様
の
丸
柱
で
柱
頂
部
に
粽
を
付
け
る
。

四
天
柱
の
下
端
は
大
引
上
に
枘
差
し
に
立
ち
、
腰
位
置
に
は
須
弥
壇
の
上
下

台
輪
や
繰
り
型
、
高
欄
が
大
入
に
取
付
き
、
頂
部
に
は
頭
貫
を
輪
薙
込
に
落

し
込
み
台
輪
を
受
け
る
。
柱
は
金
箔
貼
り
で
頂
部
に
は
金
襴
巻
き
が
施
さ
れ

て
い
る
。

柱　

盤　

初
重
を
除
く
各
重
の
側
柱
通
り
に
入
り
、
小
屋
内
に
延
び
た
地

垂
木
上
端
に
乗
る
た
め
下
端
は
地
垂
木
勾
配
に
な
り
、
幅
が
三
八
㎝
で
成
は

外
側
が
二
三
㎝
で
内
側
は
二
〇
㎝
と
台
形
に
な
る
。
直
下
に
は
下
層
の
積
層

通
肘
木
上
に
乗
る
束
踏
に
束
立
ち
の
母
屋
が
入
り
支
え
て
い
る
。

二
～
五
重
側
柱　

外
部
の
化
粧
面
だ
け
を
丸
柱
と
し
、
小
屋
内
と
な
る
縁

下
な
ど
は
八
角
形
と
す
る
。
柱
は
柱
盤
上
に
立
ち
、
足
固
と
内
法
貫
を
貫
通
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し
組
固
め
、
頂
部
に
台
輪
を
乗
せ
る
。
柱
の
太
さ
は
径
四
〇
㎝
で
あ
る
。

小
屋
内
四
天
柱　

小
屋
組
み
内
に
立
つ
四
天
柱
は
二
四
㎝
角
で
、
初
重
の

小
屋
内
四
天
柱
だ
け
が
短
く
、
室
内
四
天
柱
上
に
蒸
籠
状
に
組
ま
れ
た
積
層

貫
通
肘
木
の
交
点
上
に
輪
薙
込
み
に
立
ち
、
頂
部
を
台
輪
桁
で
組
み
固
め

る
。
二
重
か
ら
五
重
の
四
天
柱
は
、
下
層
の
四
天
柱
頂
部
に
乗
る
台
輪
桁
隅

組
手
上
に
掛
る
化
粧
隅
木
尻
上
に
枘
差
し
に
立
ち
、
側
柱
や
側
柱
通
り
の
斗

栱
と
一
体
化
し
た
縦
横
の
井
桁
状
と
四
隅
の
隅
行
き
に
通
し
た
足
固
め
貫
や

三
段
に
入
る
貫
通
肘
木
で
強
固
に
組
み
固
め
、
頂
部
に
台
輪
桁
を
乗
せ
る
強

固
で
特
異
な
構
造
と
す
る
。

心　

柱　

八
角
作
り
の
欅
材
で
、
須
弥
壇
下
部
で
径
約
二
尺
五
寸
、
下
端

は
心
礎
上
に
立
て
ら
れ
、
下
端
か
ら
三
一
㎝
上
り
に
、
幅
一
九
㎝
成
一
五
㎝

の
打
枘
位
置
調
整
用
の
通
し
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
初
重
の
須
弥
壇
床
下

の
径
は
六
七
㎝
前
後
の
野
太
付
き
押
角
の
丸
太
状
で
、
初
重
は
化
粧
板
で

覆
っ
た
四
角
形
の
化
粧
柱
と
す
る
た
め
五
三
㎝
角
で
切
面
幅
一
七
㎝
に
な

る
。
二
重
か
ら
上
は
段
々
と
八
角
形
と
な
り
、
五
重
上
部
で
四
五
㎝
と
や
や

細
く
な
る
。
全
体
は
二
重
・
三
重
・
五
重
目
で
継
い
だ
四
本
継
ぎ
に
な
り
、

継
手
は
一
・
五
ｍ
長
の
貝
の
口
継
ぎ
帯
鉄
輪
巻
き
と
す
る
。

枕
土
台　

五
重
の
四
天
柱
頂
部
の
台
輪
隅
組
手
上
に
乗
る
化
粧
隅
木
尻
の

上
に
渡
さ
れ
、
左
義
長
柱
を
枘
差
し
に
受
け
る
。

左
義
長
柱　

約
二
四
㎝
角
の
欅
材
で
、
五
重
の
四
天
柱
上
の
枕
土
台
に

一
・
二
分
勾
配
の
四
方
内
転
で
立
ち
、
二
段
の
貫
が
通
さ
れ
、
頂
部
を
台
輪

桁
で
組
み
固
め
る
。
足
元
外
側
に
は
桔
木
尻
押
え
が
釘
打
ち
に
取
り
付
く
。

初
重
長
押　

外
部
に
は
縁
板
上
に
切
目
長
押
と
半
長
押
、
窓
下
に
腰
長

押
、
鴨
居
上
に
内
法
長
押
が
取
り
付
く
。
各
長
押
は
成
一
九
㎝
で
見
込
二
一

㎝
、
半
長
押
は
成
九
・
五
㎝
で
見
込
二
一
㎝
に
成
る
。
腰
長
押
と
内
法
長
押

上
端
に
は
、
長
押
よ
り
一
・
五
㎝
出
に
し
て
厚
二
・
四
㎝
幅
二
四
㎝
の
水
垂

勾
配
を
付
け
た
長
押
蓋
が
付
く
。
室
内
は
共
に
成
二
〇
㎝
で
見
込
が
二
四
㎝

の
内
法
長
押
と
二
〇
㎝
の
天
井
長
押
を
廻
ら
す
。
各
長
押
は
柱
に
襟
輪
欠
き

釘
打
ち
に
取
り
付
き
、
隅
は
留
め
で
納
め
る
。
外
部
は
鉄
製
の
六
葉
釘
隠
し

金
具
が
付
き
、
室
内
は
木
製
の
六
葉
釘
隠
し
が
付
く
。

各
重
長
押　

二
重
か
ら
五
重
の
縁
板
際
に
は
、
厚
二
・
四
㎝
見
込
幅
二
三

㎝
の
薄
い
雨
押
え
を
兼
ね
た
材
が
付
き
、
成
一
五
㎝
見
込
一
九
㎝
の
内
法
長

押
だ
け
が
取
り
付
き
、
上
端
に
は
長
押
蓋
が
付
き
柱
位
置
に
木
製
の
六
葉
釘

隠
し
が
付
く
。
柱
へ
の
取
り
付
き
等
は
初
重
に
同
じ
。

貫　

初
重
の
側
柱
に
は
幅
一
〇
㎝
成
一
九
㎝
の
足
固
貫
、
腰
貫
、
内
法
貫

の
、
三
段
の
貫
が
貫
き
通
さ
れ
楔
打
ち
で
組
固
め
ら
れ
る
。
二
～
五
重
は
幅

一
〇
㎝
成
一
七
㎝
の
足
固
貫
、
内
法
貫
の
二
段
の
貫
が
貫
き
通
さ
れ
楔
打
ち

で
組
み
固
め
ら
れ
る
。
足
固
貫
だ
け
は
左
右
が
床
板
上
端
揃
い
で
、
前
後
が

半
成
違
い
で
下
げ
、
そ
の
他
の
各
貫
は
全
て
同
高
で
廻
す
。
楔
は
左
右
は
上

楔
で
前
後
は
下
楔
と
し
、
隅
は
小
根
枘
と
す
る
。

側
柱
台
輪　

初
重
は
成
二
〇
・
三
㎝
幅
三
〇
㎝
で
、
二
重
か
ら
五
重
は
成

一
八
・
五
㎝
に
成
る
、
見
込
は
上
部
の
通
し
肘
木
小
屋
内
面
に
合
わ
せ
室
内

側
の
柱
頂
部
は
大
斗
下
端
ま
で
延
ば
す
。
柱
頂
部
に
乗
り
下
端
に
壁
板
を
小

穴
入
れ
に
受
け
、
上
端
に
大
斗
と
側
柱
通
り
全
体
が
蒸
篭
組
み
状
に
な
っ
た

特
異
な
積
層
状
通
肘
木
壁
を
打
枘
に
て
受
け
る
。
隅
は
半
留
蟻
掛
と
す
る
。

四
天
柱
台
輪
桁　

四
天
柱
の
頂
部
に
乗
り
、
ロ
の
字
形
に
組
固
め
る
と
同
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時
に
、
小
返
り
を
取
り
化
粧
隅
木
尻
や
地
垂
木
尻
を
受
け
、
更
に
上
層
の
四

天
柱
の
土
台
的
な
役
割
も
担
う
。
初
重
か
ら
四
重
は
幅
一
九
㎝
で
成
二
四
㎝

の
欅
材
で
、
五
重
だ
け
が
成
二
八
㎝
と
高
い
。

四　

組　

物

斗　

栱　

各
重
の
斗
栱
は
、
和
様
三
手
先
斗
栱
で
、
拳
鼻
、
軒
支
輪
、
軒

天
井
を
付
け
、
実
肘
木
に
は
絵
様
が
付
き
中
備
は
撥
束
の
間
斗
束
に
な
る

が
、
斗
栱
間
の
関
係
で
実
肘
木
は
三
重
ま
で
で
、
間
斗
束
も
四
重
と
五
重
は

中
央
間
だ
け
と
す
る
。
軒
支
輪
は
本
支
輪
で
、
隅
木
下
の
持
送
に
は
繊
細
な

丸
彫
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
斗
栱
寸
法
は
各
重
と
も
統
一
で
、
各
重
斗
栱

に
隅
増
し
は
な
く
、
平
・
隅
共
積
上
げ
高
は
同
一
で
あ
る
。
斗
栱
寸
法
の
軒

支
割
と
の
関
係
は
各
重
共
一
手
先
、
二
手
先
、
三
手
先
は
各
々
二
枝
ま
で
側

柱
真
よ
り
丸
桁
真
ま
で
を
六
枝
と
し
、
各
重
一
枝
に
つ
き
五
寸
で
統
一
さ

れ
、
各
斗
栱
は
六
枝
掛
け
の
制
に
一
致
し
て
い
る
。

斗　

各
斗
は
大
斗
は
幅
三
八
㎝
の
高
さ
二
〇
㎝
で
、
方
斗
、
巻
斗
は
幅
二

一
㎝
の
高
さ
一
三
㎝
で
あ
る
。
手
先
側
の
斗
は
一
般
形
だ
が
、
側
柱
筋
の
斗

は
通
肘
木
と
琵
琶
板
が
一
体
化
し
、
厚
い
蒸
篭
組
状
の
積
層
壁
に
な
る
た

め
、
全
て
張
付
け
の
斗
に
な
る
。
隅
行
も
同
様
と
な
る
。

尾
垂
木　

二
手
先
の
枠
肘
木
う
え
に
六
寸
勾
配
で
乗
り
、
元
は
幅
一
三
㎝

矩
手
成
一
八
㎝
で
、
先
端
は
上
角
矩
手
二
一
㎝
と
反
り
増
し
を
付
け
て
木
口

を
一
寸
二
分
返
し
勾
配
で
切
る
。
先
端
の
上
端
に
三
手
先
の
斗
栱
を
乗
せ
て

丸
桁
を
受
け
る
。
尾
垂
木
尻
は
小
屋
裏
の
四
天
柱
に
枘
差
し
楔
締
め
に
取
り

付
く
。

五　

軒
廻
り

丸　

桁　

下
端
は
水
平
で
各
面
に
丸
面
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
寸
法
は

各
重
と
も
成
三
四
㎝
口
脇
二
八
㎝
で
、
幅
は
二
〇
㎝
で
あ
る
。
丸
桁
は
小
屋

組
内
の
平
中
央
と
隅
木
両
脇
に
入
る
桔
木
で
支
え
ら
れ
、
側
柱
筋
の
通
し
肘

木
上
に
乗
る
枕
木
を
支
点
に
、
先
端
は
丸
桁
に
枘
差
し
で
、
各
面
の
桔
木
尻

は
四
天
柱
通
り
の
足
固
貫
の
下
へ
入
り
込
み
、
枠
肘
木
下
端
か
ら
各
面
そ
れ

ぞ
れ
調
整
が
で
き
る
井
桁
状
の
枠
吊
り
で
固
定
さ
れ
て
い
る
。

地
垂
木　

引
通
し
三
寸
六
分
勾
配
で
、
成
は
元
で
八
㎝
、
先
端
で
九
㎝
の

反
り
増
し
付
き
で
、
幅
は
六
・
四
㎝
と
し
、
先
端
に
木
負
を
受
け
る
。
地
垂

木
は
丸
桁
上
に
乗
り
、
小
屋
組
内
の
側
柱
通
り
上
の
母
屋
と
、
四
天
柱
通
り

の
垂
木
掛
け
を
兼
ね
た
台
輪
ま
で
延
び
て
釘
打
ち
に
取
り
付
く
。
配
付
垂
木

は
隅
木
に
下
端
枘
差
し
釘
打
ち
と
す
る
。

飛
檐
垂
木　

成
は
元
で
七
・
六
㎝
、
先
端
で
六
・
一
㎝
の
下
端
上
端
と
も

反
り
を
付
け
幅
は
元
で
六
・
四
㎝
先
端
で
五
・
二
㎝
と
細
く
コ
キ
を
付
け

る
。
飛
檐
垂
木
は
茅
負
に
下
駄
欠
き
輪
薙
ぎ
込
み
で
取
り
付
く
。
配
付
垂
木

は
隅
木
に
下
端
枘
差
し
の
釘
打
ち
と
す
る
。

木　

負　

丸
桁
真
か
ら
の
出
は
一
・
〇
六
ｍ
で
、
中
央
で
の
成
が
一
二
・

七
㎝
、
幅
は
一
二
・
一
㎝
で
あ
る
。
各
重
共
丸
桁
真
よ
り
反
り
始
め
る
。
地

垂
木
先
端
に
乗
り
、
両
端
は
隅
木
に
大
入
れ
で
取
り
付
く
。

茅　

負　

丸
桁
真
か
ら
の
軒
の
出
は
一
・
八
二
ｍ
で
、
各
重
共
中
央
で
の

成
が
一
三
・
九
㎝
、
幅
は
一
二
・
一
㎝
で
、
表
面
に
は
成
の
半
分
の
位
置
に

眉
欠
き
を
付
け
、
隅
木
に
向
か
い
成
一
本
半
程
の
反
り
増
し
が
付
く
。
飛
檐

垂
木
先
端
に
乗
り
、
両
端
は
隅
木
先
端
で
留
め
に
納
め
る
。
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隅　

木　

丸
桁
元
と
木
負
先
の
木
口
幅
は
同
じ
で
、
下
端
に
反
り
が
付

く
。
飛
檐
部
は
先
端
の
幅
を
細
め
て
コ
キ
を
付
け
、
上
端
に
隅
木
蓋
を
乗
せ

る
。
小
屋
内
に
延
び
た
隅
木
は
成
三
〇
㎝
、
幅
一
五
・
二
㎝
で
四
天
柱
に
平

枘
差
し
に
取
り
付
く
。

布
裏
甲　

厚
さ
六
・
一
㎝
、
幅
二
七
・
三
㎝
の
板
で
、
平
中
央
の
出
を
一

五
・
八
㎝
と
す
る
。
茅
負
上
端
に
釘
打
ち
に
取
り
付
き
、
隅
に
向
か
い
反
り

増
し
を
付
け
て
隅
は
留
め
で
納
め
る
。

六　

小
屋
組

土
居
桁　

各
重
と
も
野
太
付
き
の
六
寸
角
で
、
丸
桁
上
の
垂
木
上
に
据
え

ら
れ
た
枕
木
上
に
乗
り
桔
木
を
受
け
る
。　

桔　

木　

各
重
各
面
に
元
口
径
二
四
㎝
程
の
隅
木
桔
木
と
間
に
元
口
径
二

一
㎝
程
の
四
本
の
平
桔
木
を
放
射
状
に
配
し
、
桔
木
は
丸
桁
位
置
上
の
枕
を

支
点
と
し
て
、
元
口
を
先
端
に
茅
負
に
直
付
け
せ
ず
に
、
僅
か
に
間
隔
を
残

し
て
地
垂
木
と
飛
檐
垂
木
先
端
を
吊
り
金
物
で
吊
り
、
小
屋
内
に
延
び
た
末

口
は
側
柱
貫
と
四
天
柱
貫
の
下
に
入
り
込
み
飼
木
と
鎹
で
固
定
す
る
。　

母　

屋　

初
重
か
ら
四
重
は
鼻
母
屋
と
二
の
母
屋
、
そ
し
て
縁
葛
下
と
三

本
入
り
、
五
重
は
左
義
長
柱
頂
部
の
台
輪
桁
が
母
屋
を
兼
ね
て
、
鼻
母
屋
と

の
間
に
三
本
の
母
屋
が
入
る
。
成
一
二
・
五
㎝
口
脇
一
〇
・
六
㎝
で
、
幅
は

一
〇
・
六
㎝
程
に
な
る
。
上
端
に
小
返
り
を
取
り
隅
木
寄
り
で
反
り
を
付

け
、
桔
木
先
端
に
渡
り
腮
ま
た
は
小
屋
束
立
ち
枘
差
し
に
乗
る
。

野
垂
木　

成
五
・
五
㎝
幅
五
㎝
程
で
、
母
屋
上
端
に
釘
打
ち
、
野
隅
木
に

大
入
釘
打
ち
に
取
り
付
き
、上
端
に
野
木
舞
を
小
間
返
し
釘
打
ち
に
受
け
る
。

野
隅
木　

屋
根
反
り
と
軒
反
り
に
よ
る
隅
反
り
が
付
き
、
各
重
の
四
隅
に

入
る
。
各
母
屋
隅
組
手
上
に
乗
り
、
野
垂
木
を
大
入
れ
釘
打
ち
に
受
け
る
。

上
端
に
小
返
り
を
取
り
、
野
小
舞
を
釘
打
ち
に
受
け
る
。

七　

屋　

根

軒　

付　

軒
付
け
は
二
重
こ
け
ら
軒
付
け
で
、
厚
さ
は
下
軒
付
け
は
出
が

九
㎝
、
平
八
枚
積
み
で
一
四
㎝
と
し
、
上
軒
付
け
は
出
が
六
㎝
で
、
五
枚
積

み
で
九
㎝
に
な
り
、
隅
に
て
丸
桁
心
程
か
ら
反
り
増
し
を
付
け
る
。

屋
根
葺
き　

屋
根
は
栩
葺
き
で
、
幅
一
二
㎝
前
後
、
厚
さ
九
㎜
、
長
さ
三

〇
㎝
の
板
を
、
軒
先
は
葺
き
始
め
一
・
五
㎝
、
二
枚
目
三
㎝
、
こ
れ
よ
り
上

は
四
・
五
㎝
の
葺
き
足
に
な
る
。
隅
背
は
平
葺
地
に
倣
い
道
具
板
を
用
い
て

放
射
状
に
廻
す
。

八　

縁
廻
り

初
重
縁
廻
り　

二
六
㎝
角
で
切
り
面
取
り
の
縁
束
と
し
、
頂
部
に
幅
一
一

㎝
成
二
一
㎝
の
縁
葛
を
輪
薙
ぎ
込
み
蟻
落
し
で
受
け
、
側
柱
と
は
幅
九
㎝
成

一
五
㎝
の
縁
繋
ぎ
で
繋
ぎ
、
隅
に
は
幅
一
三
㎝
成
二
一
㎝
で
、
出
を
四
二
㎝

と
し
た
隅
叉
首
を
入
れ
る
。
側
柱
際
に
縁
板
掛
け
と
中
通
り
に
根
太
を
入

れ
、
厚
さ
は
側
柱
際
で
三
㎝
、
小
口
で
六
㎝
と
し
、
三
・
五
分
の
水
垂
れ
勾

配
を
付
け
た
縁
板
を
受
け
る
。
縁
板
の
幅
は
正
面
中
央
が
六
〇
㎝
と
広
く
、

背
面
は
三
四
㎝
、
後
補
材
の
側
面
は
二
七
㎝
と
狭
い
。
縁
板
は
縁
葛
か
ら
一

五
㎝
の
出
と
す
る
。

初
重
高
欄　

和
様
の
親
柱
高
欄
で
、
隅
と
階
段
口
の
両
脇
に
、
径
一
八
㎝
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の
擬
宝
珠
も
含
め
て
一
木
造
り
出
し
と
し
た
親
柱
を
立
て
、
一
三
㎝
角
で
上

角
面
取
り
の
地
覆
、
幅
一
三
㎝
で
成
六
・
七
㎝
の
平
桁
、
径
六
・
七
㎝
の
架

木
、
見
付
一
三
㎝
で
一
〇
㎝
の
斗
束
、
栭
束
、
一
〇
㎝
角
の
斗
か
ら
成
る
。

明
き
は
地
覆
と
平
桁
が
一
四
㎝
で
、
平
桁
と
架
木
が
一
〇
㎝
に
成
る
。

二
～
五
重
縁
廻
り　

屋
根
の
葺
き
仕
舞
に
幅
一
二
㎝
成
一
七
㎝
の
前
包
を

兼
ね
た
縁
葛
を
入
れ
、
側
柱
と
は
小
屋
内
か
ら
伸
び
た
足
固
貫
が
縁
繋
に
な

り
、
隅
に
は
幅
一
二
㎝
成
一
七
㎝
の
隅
叉
首
が
入
る
。
側
柱
際
に
縁
板
掛
け

を
付
け
て
小
口
厚
さ
六
㎝
の
縁
板
を
受
け
る
。
縁
板
に
は
七
分
の
比
較
的
強

い
水
垂
れ
勾
配
が
付
き
、
地
覆
面
か
ら
一
二
㎝
の
出
と
す
る
。

二
重
か
ら
五
重
の
高
欄　

和
様
の
跳
ね
高
欄
で
、
一
二
㎝
角
の
地
覆
、
幅

一
二
㎝
成
六
㎝
の
平
桁
、
径
六
㎝
の
架
木
、
見
付
一
二
㎝
で
見
込
一
〇
㎝
の

斗
束
と
栭
束
、
方
九
㎝
の
斗
か
ら
成
り
、
隅
で
各
部
材
が
交
差
し
先
端
に
架

木
の
成
半
分
の
反
り
増
し
が
付
く
。
小
口
は
地
覆
先
端
上
角
か
ら
架
木
先
端

上
端
を
架
木
径
の
六
㎝
程
の
出
に
し
て
切
る
。

九　

床
・
天
井

初
重
床
廻
り　

床
組
み
は
大
引
が
四
天
柱
通
り
の
縦
横
に
側
柱
間
の
足
固

を
兼
ね
る
形
で
井
桁
状
に
入
り
、
四
天
柱
下
に
は
二
四
㎝
角
の
床
束
を
立
て

る
。
大
引
は
左
右
方
向
を
床
下
端
揃
い
に
入
れ
、
前
後
方
向
を
一
七
㎝
下
り

で
下
に
入
れ
、
隅
行
に
も
大
引
を
入
れ
る
。
柱
間
に
幅
七
㎝
成
一
一
㎝
前
後

の
根
太
を
入
れ
て
床
板
を
受
け
る
。
床
板
は
布
板
張
り
目
鎹
止
め
で
隅
留
め

に
廻
す
。

初
重
天
井
廻
り　

天
井
は
小
組
格
天
井
で
、
廻
縁
と
格
縁
は
八
・
二
㎝
角

で
中
間
で
决
り
幅
を
狭
め
て
下
端
几
帳
面
取
り
で
揃
え
、
廻
縁
は
天
井
長
押

よ
り
四
㎝
の
出
と
し
格
縁
は
柱
心
を
三
つ
割
り
に
納
め
る
。
小
組
の
組
子
は

幅
一
・
二
㎝
成
二
㎝
で
、明
き
は
二
・
三
㎝
と
細
か
く
組
み
天
井
板
を
張
る
。

十　

柱
間
装
置

壁　

壁
板
は
幅
四
七
㎝
前
後
で
厚
さ
三
・
六
㎝
の
和
様
の
横
張
り
で
、
相

决
り
矧
の
合
釘
打
ち
と
し
、
両
脇
は
柱
の
小
穴
溝
に
入
り
、
上
下
は
半
長
押

や
付
敷
居
及
び
腰
長
押
等
に
挟
み
込
み
に
な
る
。

幣　

軸　

初
重
出
入
口
廻
り
に
は
一
八
㎝
角
で
内
角
を
幅
九
㎝
で
决
り

一
・
二
㎝
の
大
き
な
几
帳
面
と
し
た
幣
軸
が
設
け
ら
れ
、
上
隅
は
額
縁
状
に

留
で
廻
す
。

十
一　

建　

具

桟
唐
戸　

初
重
中
央
間
の
桟
唐
戸
は
腰
付
の
上
部
細
格
子
と
し
た
も
の

で
、
腰
の
嵌
板
に
は
、
繊
細
な
瑞
花
、
瑞
鳥
、
瑞
獣
、
人
物
等
を
題
材
と
し

た
浮
彫
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
竪
横
の
框
は
几
帳
面
取
り
で
、
桟
の
交
点

に
は
銅
製
の
四
葉
金
具
や
上
下
桟
に
は
補
強
帯
金
具
が
付
く
。
桟
唐
戸
は
軸

金
物
を
上
下
の
藁
座
金
具
に
建
て
込
み
取
り
付
く
。

連
子
窓　

初
重
出
入
口
の
桟
唐
戸
両
脇
間
の
、
腰
長
押
と
内
法
長
押
間
に

設
け
ら
れ
る
窓
の
幅
は
八
八
㎝
の
成
が
九
七
㎝
で
、
見
付
一
一
㎝
、
見
込
九

㎝
の
額
縁
を
隅
留
に
廻
し
、
中
間
に
眉
欠
き
を
入
れ
て
内
角
を
几
帳
面
取
り

と
し
、
中
は
幅
五
㎝
で
出
が
二
㎝
の
山
型
で
盲
連
子
と
す
る
。

板
唐
戸　

二
重
か
ら
五
重
の
各
面
中
央
間
の
出
入
口
に
、
両
開
き
に
建
て
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込
ま
れ
る
。
幅
五
〇
㎝
、
成
五
四
㎝
の
厚
さ
三
㎝
の
板
唐
戸
で
、
上
下
に
幅

四
・
五
㎝
の
端
喰
を
付
け
、
幅
六
㎝
見
込
二
・
四
㎝
の
目
仕
合
を
入
れ
る
。

内
側
に
は
戸
締
り
の
閂
が
付
く
。

須
弥
壇　

禅
宗
形
式
の
須
弥
壇
で
、
最
下
に
正
面
背
面
は
均
等
割
り
で
両

側
面
は
中
央
に
二
つ
寄
せ
て
猫
足
を
据
え
る
。
上
下
の
台
輪
框
内
に
は
反
転

曲
線
の
繰
り
型
を
付
け
、
腰
に
方
形
胡
麻
殻
决
り
の
束
を
立
て
、
床
は
隅
留

め
に
布
板
張
り
と
し
、
四
方
に
高
欄
を
設
け
る
。

十
二　

金　

具

相　

輪　

鋳
造
の
青
銅
製
で
、
露
盤
、
伏
鉢
、
請
花
、
九
輪
、
水
煙
、
竜
舎
、

宝
珠
か
ら
成
り
五
重
屋
根
の
上
に
そ
び
え
立
つ
。
露
盤
は
方
一
・
二
七
ｍ
角

で
高
さ
五
三
㎝
で
、
一
側
面
を
三
区
分
し
て
中
央
に
格
狭
間
を
配
す
。
伏
鉢

は
径
九
七
㎝
で
高
さ
は
三
三
㎝
の
曲
率
の
緩
い
饅
頭
形
に
な
る
。
請
花
は
高

さ
五
〇
㎝
の
八
瓣
形
で
、
比
較
的
立
っ
た
状
態
の
反
転
曲
線
で
、
下
端
と
先

端
に
猪
ノ
目
穴
を
空
け
る
。
九
輪
は
最
下
の
直
径
が
九
五
㎝
、
幅
が
二
一
㎝

で
、
最
上
部
は
径
七
五
㎝
、
幅
一
九
㎝
と
、
段
々
と
小
さ
く
な
り
、
四
九
・

四
㎝
の
均
等
間
隔
で
三
本
の
支
え
で
取
り
付
く
。
水
煙
は
外
が
火
焰
状
で
内

側
は
唐
草
文
と
し
、
十
字
に
四
枚
取
り
付
く
。
竜
舎
は
直
径
四
四
㎝
で
成
が

六
三
㎝
と
比
較
的
成
の
高
い
楕
円
形
に
な
る
。
宝
珠
は
径
四
四
㎝
で
成
が
四

二
㎝
の
ほ
ぼ
球
形
状
に
な
る
。

十
三　

彫
刻
と
彩
色

隅
木
下
持
送
り　

各
重
の
隅
木
下
の
持
送
り
に
は
「
瑞
花
、
瑞
鳥
、
瑞
獣

等
」
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
る
。
初
重
は
「
波
に
鯉
」、「
牡
丹
に
唐
獅
子
」、

「
波
に
犀
」
で
、
二
重
は
「
波
に
蓮
」、「
竹
に
虎
」、「
葡
萄
に
栗
鼠
」
で
、

三
重
は
「
松
に
雁
」、「
琵
琶
」、「
波
に
杜
若
」、「
牡
丹
」
で
、
四
重
は
「
牡

丹
」、「
椿
」
で
、
五
重
は
四
隅
と
も
「
鯱
」
に
な
る
。

須
弥
壇　

猫
足
に
は
「
渦
唐
草
と
若
葉
」
の
彫
刻
が
施
さ
れ
、
琵
琶
板
に

は
「
水
に
蓮
の
花
と
葉
」
の
彫
刻
を
付
け
る
。
彫
刻
は
四
面
と
も
右
手
が
つ

ぼ
み
で
、
中
央
が
満
開
、
左
手
が
散
り
際
に
な
る
。
ま
た
、
高
欄
の
地
覆
の

先
端
に
は
段
繰
り
、
平
桁
先
端
に
は
八
双
型
に
若
葉
彫
刻
を
施
し
、
束
は
方

形
胡
麻
殻
决
り
で
、
斗
と
蕨
手
先
を
蓮
の
葉
型
彫
刻
と
す
る
。

心
柱
覆
板　

初
重
室
内
の
心
柱
は
化
粧
柱
と
す
る
た
め
、
四
隅
に
八
㎝
角

で
几
帳
面
取
り
の
框
状
の
小
柱
を
立
て
、
間
に
幅
五
五
㎝
の
一
枚
化
粧
板
を

張
る
。
板
の
中
央
に
は
「
水
に
蓮
」、
そ
の
上
部
天
井
下
に
は
「
雲
に
飛
天
」

が
極
彩
色
で
描
か
れ
て
い
る
。

四
天
柱
金
蘭
巻　

初
重
の
四
天
柱
頂
部
に
は
「
牡
丹
唐
草
」
の
金
蘭
巻
が

極
彩
色
で
施
さ
れ
て
い
る
。

組
物
間
狭
間
彫
刻　

初
重
の
四
天
柱
頂
部
の
斗
栱
と
木
鼻
に
は
、
極
彩
色

で
繧
繝
彩
色
を
施
す
。
斗
栱
間
の
狭
間
に
は
背
面
が
「
牡
丹
」
で
正
面
と
両

側
面
は
「
雲
に
天
女
」
の
彫
刻
で
全
て
極
彩
色
塗
り
に
な
る
。
天
女
は
正
面

中
央
だ
け
が
頭
人
身
鳥
の
「
迦
陵
頻
伽
」
で
、
そ
の
他
は
「
楽
器
を
奏
で
る

天
女
」
に
な
る
。
正
面
左
右
の
天
女
は
向
か
い
合
わ
せ
に
中
央
を
向
き
、
両

側
面
の
天
女
は
皆
東
正
面
側
を
向
い
て
い
る
。
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第
二
節　

破
損
・
劣
化
状
況

一　

基　

礎

各
柱
礎
石
や
狭
間
石
及
び
束
石
等
は
、
大
正
修
理
時
に
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
う
え
据
え
直
し
さ
れ
て
お
り
不
同
沈
下
も
無
く
良
好
で
あ
る
。
石
質
は

花
崗
岩
は
良
好
な
も
の
の
砂
岩
系
の
石
は
表
面
に
若
干
の
風
化
が
見
ら
れ

る
。

二　

軸　

部

根
本
的
な
大
正
五
年
の
解
体
修
理
後
、
約
百
年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
が
、

保
存
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
軸
部
の
腐
朽
や
歪
み
は
少
な
く
比
較
的
良
好

と
言
え
る
。
し
い
て
言
え
ば
全
体
的
な
経
年
に
よ
る
若
干
の
不
陸
や
傾
斜
及

び
楔
や
栓
の
緩
み
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
西
背
面
か
ら
の
海
風
が
強
く

木
部
の
風
蝕
と
釘
や
鎹
及
び
軒
吊
り
金
物
等
の
鉄
製
金
具
金
物
類
の
錆
び
に

よ
る
破
損
が
著
し
い
。

三　

外　

壁

軸
部
と
同
様
に
海
風
が
強
い
背
面
側
の
風
食
が
著
し
く
、
特
に
上
重
ほ
ど

甚
だ
し
い
。
壁
板
の
穴
開
き
や
、
止
め
釘
の
腐
食
に
よ
る
ず
り
落
ち
、
板
矧

ぎ
目
の
空
き
や
板
が
厚
さ
の
半
分
ほ
ど
ま
で
風
蝕
し
、
鉄
製
合
い
釘
の
露
出

な
ど
ま
で
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
初
重
室
内
の
内
法
上
の
化
粧
板
も
西
面
側
寄

り
が
釘
が
錆
び
て
外
れ
て
い
る
。

四　

組　

物

各
重
共
に
風
蝕
が
進
ん
で
お
り
、
や
は
り
軸
部
と
同
様
に
海
風
が
強
い
背

面
側
が
著
し
い
。
組
物
は
全
体
に
緑
苔
が
付
着
し
、
張
付
斗
の
外
れ
や
欠
損

欠
失
箇
所
が
各
重
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
尾
垂
木
の
割
れ
や
丸
桁
継
手
の
明

き
や
虫
害
を
生
じ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
各
層
の
隅
木
下
持
送
彫
刻

も
、
風
蝕
が
著
し
く
木
地
状
態
で
、
彩
色
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。

五　

軒
廻
り

組
物
と
同
じ
く
各
重
と
も
特
に
西
背
面
の
風
蝕
が
進
ん
で
い
る
。
軒
支
輪

の
割
れ
や
外
れ
及
び
軒
小
天
井
裏
板
の
外
れ
が
見
ら
れ
、
各
重
で
化
粧
裏
板

や
化
粧
垂
木
の
外
れ
や
吊
り
金
具
の
錆
に
よ
る
化
粧
垂
木
の
割
れ
も
生
じ
て

お
り
、
二
重
で
は
化
粧
垂
木
先
端
の
欠
損
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
小
屋
内
へ
の

塩
水
を
含
ん
だ
風
の
吹
込
み
が
あ
り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

六　

屋　

根

現
在
の
と
ち
葺
き
は
、
平
成
二
年
に
葺
替
え
ら
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
二

十
四
年
経
過
し
て
い
る
も
の
の
、
比
較
的
良
好
で
あ
る
。

七　

小
屋
組

全
体
的
な
歪
み
は
少
な
く
、
軸
部
と
同
様
に
桔
木
尻
の
飼
物
や
楔
や
栓
の

緩
み
か
見
ら
れ
る
程
度
で
比
較
的
良
好
で
あ
る
。
他
に
は
各
所
に
打
た
れ
た

鎹
に
錆
が
見
ら
れ
る
。
相
輪
取
付
き
下
の
小
屋
裏
に
露
盤
隙
間
か
ら
の
雨
漏

り
に
よ
る
染
み
が
見
ら
れ
る
が
、
現
在
、
雨
漏
り
は
見
ら
れ
な
い
。
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八　

縁　

廻

初
重
で
は
軒
か
ら
の
雨
落
ち
に
よ
り
、
縁
隅
又
扠
首
の
木
口
や
木
階
段
の

割
れ
と
腐
朽
が
見
ら
れ
、
縁
板
の
木
口
も
ア
テ
や
反
り
に
よ
る
不
陸
や
割
れ

及
び
腐
朽
が
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
親
柱
へ
の
高
欄
取
り
付
き
部
の
抜
け
出

し
や
腐
朽
も
見
ら
れ
る
。
上
重
で
は
四
重
で
高
欄
材
の
腐
朽
、
五
重
で
は
高

欄
材
や
架
木
の
欠
失
、
縁
葛
の
虫
害
も
見
ら
れ
、
背
面
の
上
層
ほ
ど
風
蝕
や

破
損
が
著
し
く
見
ら
れ
る
。

九　

建　

具

初
重
出
入
口
の
桟
唐
戸
は
経
年
に
よ
る
仕
口
の
緩
み
を
生
じ
て
お
り
、
特

に
手
先
側
が
著
し
い
。
ま
た
、
嵌
め
板
彫
刻
も
風
蝕
が
甚
だ
し
く
欠
失
し
た

も
の
も
あ
り
、
彩
色
は
完
全
に
残
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
他
に
は
鉄
製

の
軸
受
け
藁
座
金
物
や
戸
締
り
鉄
製
落
し
猿
が
、
錆
を
生
じ
て
一
部
に
抜
け

落
ち
も
見
ら
れ
る
。
二
重
か
ら
上
の
板
唐
戸
は
板
矧
ぎ
目
の
空
き
や
建
付
け

の
悪
さ
、
欠
失
に
よ
る
建
具
の
変
更
も
見
ら
れ
る
。

十　

内　

部

須
弥
壇
の
高
欄
蕨
手
が
一
部
欠
失
し
、
正
面
側
の
高
欄
は
厨
子
設
置
の
際

に
取
り
外
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
四
天
柱
の
金
箔
や
上
部
金
襴
巻
、
及
び
上
部

組
物
や
彫
刻
の
彩
色
は
退
色
が
進
ん
で
い
る
。
小
組
格
天
井
は
背
面
側
に
外

れ
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。

十
一　

金
具
等

初
重
外
部
の
長
押
に
取
り
付
く
釘
隠
し
六
葉
金
具
は
錆
を
生
じ
、
破
損
し

た
も
の
や
欠
失
し
た
も
の
が
あ
る
。
上
層
の
木
製
の
釘
隠
し
六
葉
は
割
れ
や

菊
座
や
樽
の
口
の
欠
失
及
び
全
て
欠
失
し
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
台

輪
隅
留
め
補
強
鎹
が
錆
の
た
め
欠
損
や
欠
失
し
て
い
る
。
隅
木
先
端
吊
金
具

も
各
所
で
錆
に
よ
り
欠
損
し
、
風
鐸
は
危
険
な
た
め
取
外
し
、
宝
物
倉
に
保

存
さ
れ
て
い
た
。

十
二　

塗　

装

外
部
の
木
部
全
体
に
塗
ら
れ
た
朱
塗
り
や
初
重
の
連
子
窓
に
塗
ら
れ
た
額

縁
の
黒
や
連
子
の
緑
青
塗
り
な
ど
の
彩
色
は
風
蝕
に
よ
り
入
隅
に
僅
か
に

残
っ
て
い
る
程
度
で
、
木
部
の
風
蝕
が
甚
だ
し
い
。
出
入
口
桟
唐
戸
の
彫
刻

は
風
蝕
や
欠
失
し
、
壁
板
の
穴
空
き
や
出
入
口
扉
の
欠
損
に
よ
る
変
更
箇
所

も
あ
っ
た
。

第
三
章
　
文
献
資
料

第
一
節　

発
見
墨
書
、
符
合

現
地
調
査
に
よ
る
内
部
の
観
察
の
結
果
、
幕
末
か
ら
近
現
代
の
落
書
き
等

も
含
め
、
様
々
な
墨
書
を
確
認
し
た
。
こ
こ
で
は
、
大
正
期
の
解
体
修
理
工

事
に
関
連
す
る
も
の
を
掲
載
す
る
。

ま
た
、
関
連
資
料
と
し
て
、
重
要
文
化
財
附
指
定
の
元
和
五
年
棟
札
銘
文
、
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昭
和
四
五
年
の
部
分
修
理
工
事
銘
鈑
、
近
世
天
明
期
の
修
理
工
事
の
記
録
に

つ
い
て
も
掲
載
す
る
。

番　

付
小
屋
内
の
柱
面
や
貫
及
び
斗
栱
等
に
番
付
が
見
ら
れ
た
。
平
面
的
に
は
文

字
を
東
面
に
書
き
字
頭
を
西
と
し
い
る
事
か
ら
も
、
東
が
正
面
と
考
え
ら
れ

る
。
西
北
隅
を
基
点
に
東
西
方
向
が
西
か
ら
「
い
・
ろ
・
は
・
に
・
ほ
」
と

な
り
、
南
北
方
向
は
北
側
か
ら
「
一
・
二
・
三
・
四
・
五
」
と
な
る
組
合
せ

番
付
に
な
る
。
ま
た
、
後
世
の
解
体
修
理
時
に
付
け
た
も
の
と
見
ら
れ
る
東

西
が
漢
数
字
で
南
北
方
向
を
「
い
ろ
は
」
と
ま
っ
た
く
逆
に
し
た
組
み
合
わ

せ
番
付
も
あ
る
。
須
弥
壇
等
何
段
に
も
重
な
る
部
材
は「
東
・
西
・
南
・
北
」

の
方
位
と
上
か
ら
「
一
・
二
・
三
・
四
・
五
」
と
記
し
て
い
る
。
各
層
に
つ

い
て
は
四
天
柱
の
番
付
を
見
る
と
「
二
・
三
・
四
・
五
」
の
層
と
「
乾
・
艮
・

巽
・
坤
」
と
方
位
を
記
し
て
い
る
。
他
に
は
「
井
」
等
の
合
い
番
付
も
見
ら

れ
る
。

烙　

印
大
正
期
解
体
修
理
の
際
に
用
い
ら
れ
た
新
材
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た

め
の
焼
印
を
確
認
し
た
。
使
用
部
材
ご
と
に
押
印
さ
れ
て
い
た
。（
本
書
表

紙
裏
面
参
照
）

大
正
五
年
修
補

棟
札
（
大
）

表
面
の
題
目
を
中
心
に
、
四
菩
薩
や
諸
天
善
神
を
勧
請
し
た
祈
願
棟
札

で
、
日
蓮
宗
寺
院
の
棟
札
に
み
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
。
裏
面
に
は
、
修
理
工

事
の
主
た
る
関
係
者
が
記
さ
れ
、
監
督
技
手
の
岩
崎
平
太
郎
の
名
が
み
え

る
。

寸
法　

高
さ
１
５
０
０
×
幅
３
３
０
×
厚
さ
２
３
（
単
位
ミ
リ
）
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棟
札
（
小
）

裏
面
の
中
央
に
、
落
慶
法
要
の
参
列
者
と
み
ら
れ
る
氏
名
が
記
さ
れ
る
。

棟
梁
の
野
田
音
蔵
、
鳶
方
の
米
田
弥
三
郎
の
名
が
み
え
る
。「
追
憶
記
」に
も
、

同
名
が
み
え
、
棟
梁
以
下
の
組
織
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

寸
法　

高
さ
７
６
０
×
幅
２
０
６
×
厚
さ
２
３
（
単
位
ミ
リ
）

関
連
資
料

妙
成
寺
五
重
塔 

重
要
文
化
財 

附
棟
札　

銘
文

寸
法　

高
さ
４
７
３
×
幅
６
３
７
×
厚
さ
２
３
（
単
位
ミ
リ
）

「
帝
範
云
良
匠
無
棄
材
明
君
無
棄

士
矣
斯
言
誠
哉
其
曲
者
中
鈎
其
直
者

應
繩
為
其
梁
柱
者
為
之
梁
柱
為
其

桷
榱
者
為
之
桷
榱
則
經
営
速
成
功

爰
予
相
看
洛
陽
建
仁
寺
之
内
匠
頭

坂
上
越
後
守
嘉
任
人
相
承
和
漢
工
匠

之
道
則
受
印
可
一
章
其
言
云
不
残
意

底
令
口
傳
畢
今
建
這
塔
廟
顕
彼
秘
傳

快
氣
最
深
依
之
従
初
一
斧
至
供
養
終

毎
日
誦
久
遠
要
偈
以
擬
祈
願
丹
誠
請
永

々
支
捉
相
続
而
一
見
一
礼
輩
達
成
菩
提

縁
耳
至
祝
々
　々
　
　

越
前
北
庄
住
坂
上
越
後
守

　

元
和
萬
々
著
雍
敦
牂
歴
仲
夏
良
辰　

嘉
紹
（
花
押
）」

【
意
訳
解
説
】
坂
上
嘉
紹
が
記
し
た
、
良
匠
の
心
得
、
建
立
経
過
、
感
謝
と
祈
願
で

あ
る
。
冒
頭
に
、
帝
の
規
範
た
る
「
帝
範
」
を
引
き
、
良
匠
の
心
得
を
述
べ
、
そ

の
部
材
の
形
状
に
合
わ
せ
て
適
材
を
適
所
に
用
い
、
速
や
か
に
功
（
五
重
塔
建
立
）

を
成
し
た
と
述
べ
る
。
続
い
て
、
自
身
が
建
仁
寺
流
の
坂
上
嘉
任
に
和
と
漢
の
工

匠
の
技
術
を
学
ん
で
印
状
を
得
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
五
重
塔
建
立
を
行
っ

た
こ
と
に
慶
び
を
表
す
。
そ
し
て
、
建
立
の
あ
い
だ
終
始
、
久
遠
偈
（
法
華
経
）

を
誦
ん
で
、
こ
れ
を
祈
願
と
し
、
永
く
悟
り
の
境
地
の
縁
を
願
う
と
結
ん
で
い
る
。

古
典
や
故
実
に
倣
い
記
す
文
面
に
は
、
当
時
の
大
工
頭
が
、
一
定
の
知
識
人
で
あ
っ

た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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妙
成
寺
五
重
塔　

昭
和
四
五
年
部
分
修
理
工
事　

銘
鈑

「
重
要
文
化
財
妙
成
寺
五
重
塔
修
理
記

事
業
概
要　
　

屋
根
葺
替
及
び
部
分
修
理

着　
　

工　
　

昭
和
四
十
五
年
七
月
一
日

竣　
　

工　
　
　

同　
　

年
十
月
三
十
一
日

総
工
費　
　
　

金
七
・
〇
〇
〇
・
〇
〇
〇
円

収
入
内
訳

　
　

金
五
・
二
五
〇
・
〇
〇
〇
円　

国
庫
補
助

　
　

金　
　

四
三
七
・
五
〇
〇
円　

石
川
県
費
補
助

　
　

金　
　

四
三
七
・
五
〇
〇
円　

羽
咋
市
費
補
助

　
　

金　
　

八
七
五
・
〇
〇
〇
円　

所
有
者
負
担

事
業
主　

妙　

成　

寺

技
術
指
導　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部

五
重
塔
は
加
賀
藩
三
代
利
常
公
の
祈
願
に
よ
り
当
寺
十
三
世
日
鳳
が

元
和
元
年
に
着
工
、
元
和
四
年
に
竣
工
し
た
も
の
で
、
棟
梁
は
坂
上
越

後
守
嘉
紹
で
あ
っ
た
こ
と
が
棟
札
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
露
盤

に
は
正
保
四
年
の
銘
が
あ
る
の
で
全
体
の
完
成
は
そ
の
頃
ま
で
下
る
ら

し
い
。
覆
鉢
に
明
和
四
年
の
銘
が
あ
り
、
明
治
二
十
三
年
の
修
理
記
録

が
あ
る
ほ
か
は
後
世
の
修
理
沿
革
を
示
す
資
料
に
乏
し
い
が
明
治
三
十

九
年
四
月
に
重
要
文
化
財
（
特
別
保
護
建
造
物
）
に
指
定
後
は
大
正
五

年
に
解
体
修
理
が
行
わ
れ
、
ま
た
昭
和
二
十
四
年
に
は
屋
根
葺
替
工
事

が
あ
っ
た
。

修
理
の
大
要　

屋
根
葺
替
工
事
を
主
と
し
縁
廻
り
等
の
部
分
補
修
を

行
っ
た
。
次
に
そ
の
大
要
を
記
す
。

一
、�

平
茸
は
五
重
目
は
全
面
、
他
の
各
重
は
上
よ
り
約
九
〇
糎
の
こ
し
て

す
べ
て
葺
替
え
た
。
下
軒
付
は
腐
朽
部
の
み
を
修
理
し
上
軒
付
は
全

面
的
に
積
み
替
え
た
。

二
、�

軒
廻
り
は
五
重
西
側
茅
負
の
一
部
と
折
損
腐
朽
し
た
棰
裏
板
を
取
替

え
、
金
物
は
隅
釣
り
金
具
并
に
饅
頭
金
物
の
一
部
を
取
替
え
、
風
鈬

を
補
修
し
た
。

三
、�

縁
廻
り
は
初
重
登
階
段
三
ヶ
所
共
腐
朽
の
段
木
、
簓
桁
を
取
替
え
た

ほ
か
、
初
重
、
五
重
の
西
側
縁
葛
、
縁
板
髙
欄
の
一
部
を
取
替
え
補

修
し
た
。

四
、
化
粧
金
具
は
西
側
扉
軸
金
物
を
取
替
え
六
葉
金
具
を
補
足
し
た
。

以
上
工
事
の
概
要
を
記
し
後
資
と
す
る
。

　

昭
和
四
十
五
年
十
月
三
十
一
日

妙
成
寺
代
表
役
員
（
代
務
者
）
室
矢
日
芳

　
　
　
　
　
　
　
　

（
前
任
）
中
山
日
祐

工
事
監
督　

一
級
建
築
士
文
化
財
建
築
技
師　

松
本
太
作

工
事
請
負　

岡
山
市
平
和
町　

児
島
義
雄
」

妙
成
寺
五
重
塔
天
明
六
年
修
理
文
書

（
出
典: 

村
田
健
一
「
能
登
妙
成
寺
の
天
明
六
年
修
理
文
書
」
普
請
研
究N

o.31  
1990.3  

編
集
発
行
：
普
請
帳
研
究
会
か
ら
、
五
重
塔
部
分
を
抜
粋
。
原
本
史
料

は
、
妙
成
寺
蔵
。）
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一
、‌�
塔
下
之
重
、
地
間
弐
間
四
尺
四
方
之
所
、
唐
戸
四
方
ニ
八
枚
之
内
、
西
之

方
弐
枚
大
破
ニ
相
成
難
繕
り
ニ
付
、
最
前
之
通
り
金
具
共
宜
出
来
釣
合
可

申
、
残
り
六
枚
さ
ん
か
ま
ち
□
格
等
所
ゝ
損
申
ニ
付
、
伐
継
繕
り
、
金
具

之
分
最
前
之
通
り
赤
銅
ニ
シ
テ
不
残
仕
直
し
打
渡
可
申
、
同
所
腰
長
押

所
ゝ
損
し
申
ニ
付
、取
替
繕
り
可
申
、同
所
椽
高
欄
所
ゝ
損
申
ニ
付
、夫
ゝ

伐
継
等
仕
、
同
金
具
不
足
之
分
仕
足
宜
様
可
仕
、
同
所
軒
廻
り
飛
椽
た
る

木
所
ゝ
朽
損
申
ニ
付
、
最
前
之
通
り
拵
取
付
、
裏
板
所
ゝ
不
足
御
座
候
ニ

付
、
下
・
工
面
能
入
取
付
直
可
申
事
、

一
、‌�

同
下
・
弐
重
、
同
四
方
板
唐
戸
八
枚
之
内
酉
之
方
弐
枚
朽
損
し
、
難
繕
ニ

付
、
最
前
之
通
り
草
槇
厚
板
ニ
シ
テ
ハ
シ
ハ
ミ
付
ケ
、
残
り
六
枚
之
分
ハ

シ
ハ
ミ
等
取
替
繕
り
可
申
、
其
外
高
欄
、
軒
廻
り
諸
事
損
所
御
座
候
ニ
付
、

夫
ゝ
伐
継
は
ぎ
付
ケ
志
つ
ら
い
宜
様
可
仕
事
、

一
、‌�

同
下
・
三
重
目
、
同
損
所
無
何
□
ヶ
所
多
御
座
候
ニ
付
、
夫
ゝ
継
は
ぎ
宜

様
志
つ
ら
い
可
申
、
軒
廻
下
飛
椽
棰
等
落
失
申
ヶ
所
御
座
候
間
、
夫
ゝ
拵

取
付
可
申
事
、

一
、‌�

同
下
・
四
重
目
、
右
同
断
之
事
、

一
、‌�

同
五
重
目
、
板
唐
戸
八
枚
之
内
弐
枚
大
損
ニ
而
難
繕
ニ
付
、
最
前
之
通
ニ

シ
テ
新
出
来
立
合
可
申
、
軒
廻
飛
椽
棰
、
裏
板
等
所
ゝ
落
失
不
足
并
落
懸

り
申
分
御
座
候
ニ
付
、
不
足
之
分
拵
取
付
、
落
懸
り
申
分
夫
ゝ
打
堅
可
申
、

椽
高
欄
繕
り
其
外
諸
事
繕
り
は
ぎ
志
つ
ろ
い
夫
ゝ
宜
様
可
仕
事
、

　
　
〆

　
　
　
　
文
丁
銀

　
　
　
　
　
　
　
壱
貫
百
八
拾
目
　
　
　
御
入
用
銀

　
　‌�

右
之
通
り
精
誠
仕
図
り
書
上
申
候
、
但
シ
足
代
之
義
ハ
屋
根
方
ニ
図
り
申

ニ
付
、
相
用
可
申
図
り
ニ
御
座
候
、

一
、‌�

塔
屋
根
五
重
ニ
而
軒
口
惣
間
数
百
拾
五
間
斗
之
所
不
残
、
下
目
之
分
古
ヲ

用
、
所
ゝ
朽
入
申
ヶ
所
取
替
繕
り
、
上
目
之
分
六
分
裏
甲
、
四
歩
軒
付
四

枚
重
ニ
シ
テ
不
残
仕
直
可
申
、
下
四
重
之
分
、
平
屋
根
端
口
ゟ
四
尺
通
り

葺
替
、
葺
詰
古
ヲ
用
、
上
壱
重
之
分
不
残
葺
替
、
屋
根
坪
都
合
七
拾
六
坪

斗
、
四
歩
と
ち
、
弐
寸
足
ニ
シ
テ
最
前
之
通
り
宜
葺
渡
可
申
事
、
但
葛
付

之
柾
□
悪
ク
故
、
と
ち
板
割
板
ニ
仕
立
候
也
、
御
入
用
銀
多
相
成
申
ニ
付
、

挽
板
ニ
而
皆
草
槇
を
以
葺
渡
可
申
事
、

　
　
文
丁
銀

　
　
　
　
　
　
拾
弐
貫
七
匁
目
　
　
　
　
御
入
用
銀

　
　
　
　
　
　
但
足
代
造
用
共

　
　
右
之
通
り
精
誠
仕
図
り
書
上
申
候

　
　
　
銀
二
口
〆

　
　
　
　
　
　
拾
三
貫
八
百
八
拾
目
　
　
　
惣
御
入
用
銀
高

　
　‌�

右
塔
御
修
覆
御
入
用
銀
書
上
申
処
如
此
御
座
候
、
此
外
棟
草
盤
下
ニ
而
な

ま
り
之
ヶ
所
損
所
相
見
申
候
間
、
此
分
外
御
詮
義
可
被
仰
付
候
様
ニ
仕
度

御
座
候
、
以
上
、

　
　
　
　
天
明
六
年
正
月
　
　
　
　
所
口
大
工
　
　
七
左
エ
門
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
茂
助
　
　
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
文
左
エ
門
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
垣
屋
根
葺
　
吉
左
エ
門
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
口
屋
根
葺
　
次
郎
左
エ
門
印

　
　
　
　
妙
成
寺
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
喜
左
エ
門
　
印

　
　
　
　
　
御
役
僧
衆
中
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第
四
章	

　
調
査
の
ま
と
め
と
所
見

第
一
節
　 

調
査
の
意
義
と
成
果

妙
成
寺
五
重
塔
は
、
大
正
期
の
解
体
修
理
以
来
、
昭
和
二
四
年
に
屋
根
葺

き
替
え
工
事
、
昭
和
四
五
年
に
屋
根
葺
き
替
え
と
部
分
修
理
、
平
成
二
年
に

屋
根
葺
き
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
修
理
工
事
で
あ
る
大
正

期
の
解
体
修
理
工
事
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
が
経
過
し
、
第
二
章
第
二
節
に

も
述
べ
た
と
お
り
、
経
年
劣
化
も
進
行
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
今

回
の
大
正
期
解
体
修
理
工
事
関
連
資
料
が
発
見
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
現

在
の
五
重
塔
の
規
模
や
寸
法
、
使
用
部
材
等
の
詳
細
を
把
握
・
記
録
で
き
た

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
大
正
期
の
歴
史
的
建
造
物
の
解
体
修
理
工
事
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
詳
細
な
修
理
記
録
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
く
、
資
料
的

価
値
も
高
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
記
録
類
と
図
面
資
料
の
記
録
化
は
、
非
常

に
意
義
あ
る
こ
と
で
、
将
来
の
保
存
修
理
工
事
の
実
施
に
あ
た
り
、
そ
の
基

礎
資
料
と
し
て
の
価
値
は
極
め
て
高
く
、
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

第
二
節
　 

妙
成
寺
五
重
塔
と
伽
藍
の
重
要
性

妙
成
寺
五
重
塔
の
基
本
的
な
構
造
は
、
近
世
に
よ
く
見
ら
れ
る
丸
桁
高
程

の
位
置
に
柱
盤
を
据
え
て
四
天
柱
を
立
て
、
各
種
貫
や
何
段
も
の
通
肘
木
を

貫
通
し
て
一
気
に
上
層
の
柱
盤
ま
で
積
み
上
げ
た
櫓
重
ね
工
法
と
は
違
い
、

尾
垂
木
や
化
粧
垂
木
尻
上
に
柱
盤
を
据
え
て
四
天
柱
を
立
て
、
下
層
の
屋
根

は
上
層
の
荷
重
に
よ
っ
て
押
さ
え
、
軒
を
跳
ね
上
げ
て
均
衡
を
保
つ
中
世
以

前
か
ら
の
古
式
な
要
素
を
併
せ
持
っ
た
理
に
か
な
っ
た
構
造
に
な
り
、
更
に

側
柱
通
り
の
斗
栱
を
厚
い
積
層
状
の
蒸
篭
組
と
し
た
、
過
酷
な
気
候
条
件
に

耐
え
る
た
め
の
強
固
で
特
異
な
構
造
に
な
る
。

全
体
的
な
姿
と
意
匠
面
で
は
、
近
世
の
塔
は
一
般
的
に
塔
身
高
さ
に
対
す

る
相
輪
高
さ
の
割
合
が
短
く
、
本
来
の
意
義
が
薄
れ
て
貧
弱
に
成
り
が
ち
だ

が
、
妙
成
寺
の
塔
は
四
割
強
と
古
代
の
塔
の
割
合
に
近
く
、
ま
た
、
逓
減
率

や
柱
間
に
対
す
る
軒
の
出
も
大
き
く
、
そ
の
姿
は
実
に
堂
々
と
し
て
お
り
、

更
に
桟
唐
戸
や
隅
木
下
の
持
送
り
、
室
内
の
須
弥
壇
や
斗
栱
間
に
意
匠
的
な

彫
刻
を
配
す
な
ど
、
独
創
性
と
時
代
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

妙
成
寺
五
重
塔
は
、
日
本
海
に
近
接
す
る
高
台
に
建
ち
、
海
か
ら
吹
き
付

け
る
強
風
や
北
陸
特
有
の
積
雪
に
耐
え
、
平
成
一
九
年
の
能
登
半
島
地
震
に

も
耐
え
て
き
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
い
ま
述
べ
た
強
固
な
構
造
の
採
用
が

挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
は
、
こ
の
地
域
の
独
特
の
宗
教
的
景
観

を
現
在
に
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
過
酷
な
環
境
下
に
お
い
て
、
妙
成
寺
伽

藍
に
は
、
重
要
文
化
財
十
棟
、
県
指
定
文
化
財
建
造
物
三
棟
、
市
指
定
文
化

財
建
造
物
一
棟
が
建
造
時
の
状
態
と
配
置
を
保
ち
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
妙
成
寺
伽
藍
は
、
他
の
日
蓮
宗
寺
院

の
参
考
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

五
重
塔
を
含
む
妙
成
寺
伽
藍
は
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
整
備
さ
れ

た
状
態
を
現
在
に
伝
え
る
日
蓮
宗
伽
藍
と
し
て
の
特
徴
を
最
も
よ
く
残
し
て

お
り
、
歴
史
的
・
学
術
的
に
極
め
て
価
値
が
高
く
、
日
蓮
宗
門
に
お
け
る
国

内
唯
一
の
遺
例
と
し
て
他
に
例
が
な
く
重
要
で
あ
る
。

30


